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稲葉川と白滝川が合流する海抜325メートルの台地に築かれた

天然の要塞「岡城跡」。

東京ドームの22個分にあたる100万平方メートルと広大な面積を

誇ります。 

秋の行楽シーズンを前にした10月12日、ボランティアによる清掃

活動が行われました。

紅葉シーズンに向け

（画像提供：九州電力）



岡
城
の
魅
力
を
全
世
界
へ

御
三
階
櫓
や
大
手
門
を
先
端
技
術
で
復
元

国指定史跡岡城跡観覧者数
　
名
曲
「
荒
城
の
月
」
を
生
ん
だ
難

攻
不
落
の
名
城
・
岡
城
。
武
将
緒
方

三
郎
惟
栄
が
源
義
経
を
迎
え
る
た

め
に
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
後
、
志
賀
氏
・
中
川
氏
の

居
城
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
11
年
に
国
指
定
史
跡
と
な

り
、
石
垣
の
美
し
さ
、
春
の
桜
や
秋

の
紅
葉
と
四
季
折
々
の
姿
で
訪
れ

る
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
岡

　
５
月
３
日
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
で
放
送
さ
れ
た
「
あ
な
た
も
絶
対
行
き
た
く
な
る
！
日
本
『
最
強
の
城
』
ス
ペ
シ
ャ

ル
第
３
弾
」
で
『
最
強
の
城
』
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
国
指
定
史
跡
岡
城
跡
。

　
市
で
は
岡
城
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
る
た
め
、
先
端
技
術
を
活
用
し
た
取
り

組
み
を
新
た
に
始
め
ま
す
。

城
。
平
成
に
入
り
、
多
い
と
き
は
年

間
14
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪

れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
28
年
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
の
影
響
で
一
時
５

万
人
台
に
ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
放
映
や
口
コ
ミ

サ
イ
ト
の
効
果
も
あ
り
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
、
客
足
が
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策

　
連
日
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９

日
本
大
会
。
試
合
会
場
と
な
っ
た
大

分
県
、
そ
し
て
岡
城
に
も
海
外
か
ら

の
旅
行
者
が
多
く
訪
れ
て
い
ま
し

た
。「
風
情
が
あ
る
石
垣
が
す
ば
ら

し
い
」「
城
内
か
ら
見
渡
す
風
景
が

美
し
い
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
一

方
で
、「
案
内
板
や
解
説
板
が
日
本

語
表
記
で
解
り
に
く
か
っ
た
」
と
の

声
も
あ
り
、
年
々
増
加
す
る
外
国
人

観
光
客
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｒ
技
術
で
魅
力
ア
ッ
プ

　
市
で
は
今
年
度
、
文
化
庁
の
補
助
を

受
け
て
Ａ
Ｒ（A

ugm
ented R

eality

）

技
術
を
活
用
し
た
「
岡
城
跡
魅
力

発
信
事
業
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｒ
と
は
拡
張
現
実
・
強
調
現

実
の
意
で
、Ｃ
Ｇ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

作
成
さ
れ
た
画
像
な
ど
）
で
作
っ
た

仮
想
現
実
（
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ

↑ARアプリを活用した解説を行っている姫路城

↑外国人観光客にも人気の岡城

↑現在、３DCGで岡城の大手門などを復元する作業
を進めています

テ
ィ
）
を
実
際
の
空
間
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
。
例
と
し
て
、
人
気
ア
プ
リ

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
の
よ
う
に
、Ａ

Ｒ
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
対
象
物
に
か
ざ
す

と
、
文
字
や
画
像
、
映
像
を
重
ね
合

わ
せ
る
よ
う
に
表
示
さ
せ
る
方
法

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ア
プ
リ
を
活

用
し
て
い
る
兵
庫
県
の
姫
路
城
で

は
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
画
面

上
に
登
場
し
案
内
を
し
た
り
、
現
存

し
て
い
る
天
守
閣
と
Ｃ
Ｇ
で
制
作
し

た
昔
の
屋
敷
を
合
成
し
た
り
と
、
来

場
者
が
見
ど
こ
ろ
を
楽
し
め
る
仕

掛
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

岡
城
の
Ａ
Ｒ
ア
プ
リ
を
開
発

　
本
市
で
も
こ
の
技
術
を
活
か
し
、

資
料
に
基
づ
き
３
Ｄ（
３
次
元
）Ｃ
Ｇ

で
復
元
さ
れ
た
岡
城
の
御
三
階
櫓

や
西
の
丸
御
殿
、
大
手
門
等
を
現

地
の
風
景
と
合
成
▼
４
か
国
語
（
日

英
中
韓
）
で
の
解
説
▼
城
内
各
所

で
の
音
声
解
説―

を
取
り
入
れ
た

ア
プ
リ
を
開
発
し
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
建
設
中
の
歴
史
文

化
館
「
由
学
館
」
内
に
設
け
ら
れ
る

「
岡
城
ガ
イ
ダ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
」
で

は
、
フ
ロ
ア
に
設
置
さ
れ
た
岡
城
の

８
０
０
分
の
１
の
模
型
に
、
３
Ｄ
Ｃ

Ｇ
で
復
元
さ
れ
た
建
物
を
合
成
し

た
画
面
が
表
示
さ
れ
る
ア
プ
リ
を

制
作
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
目
に
映
る
岡
城

の
魅
力
に
加
え
、
か
つ
て
存
在
し
て

い
た
御
三
階
櫓
等
の
建
造
物
の
大

き
さ
や
配
置
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

外
国
人
旅
行
者
に
も
広
く
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
開
発
し
た
機
能
を
搭
載
し
た
Ａ

Ｒ
ア
プ
リ
の
公
開
は
来
春
の
予
定
。

岡
城
の
魅
力
を
全
世
界
へ―

新
た

な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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11月号
今月の目次　Lineup今月の目次　Lineup

人口のうごき

※令和元年10月１日現在の住民基本台帳による

　　　　　　　　　 （ 前 月 比 ）

人　口　21,502  人 　（－ 40 人 ）

男　性　10,072  人 　（－ 21 人 ）

女　性　11,430  人 　（－ 19 人 ）

世帯数　10,214 世帯 （－ 16 世帯）

40
年
続
く
清
掃
活
動

伝えるよ、岡城の魅力

岡
城
を
き
れ
い
に
―
―

↑石段や石垣の間に生えた雑草を取り
除く参加者。九州電力グループの社
員は10メートルの石垣からロープを
たらし、除草を行いました

↑ガイドに認定された津島千佳さん

　
10
月
12
日
、
秋
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
を
前
に
九
州
電
力
グ
ル
ー
プ
と

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
４
０
０
人
に

よ
る
国
指
定
史
跡
岡
城
跡
の
清
掃

作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
貢
献
活
動
と
し
て
九
州
電

力
竹
田
営
業
所
が
昭
和
55
年
に
始

め
た
こ
の
清
掃
作
業
。
昨
年
か
ら
は

10
月
の
第
２
土
曜
日
を
「
岡
城
清

掃
の
日
」
と
定
め
、
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
草
刈
機
や
鎌
な
ど
で

城
内
の
敷
地
や
石
段
に
生
え
た
雑

草
を
取
り
除
き
、
九
州
電
力
グ
ル
ー

プ
の
社
員
は
高
所
作
業
車
や
高
さ

約
10
メ
ー
ト
ル
の
石
垣
か
ら
ロ
ー
プ

を
た
ら
し
て
除
草
を
行
い
ま
し
た
。

約
３
時
間
の
作
業
で
岡
城
に
美
し

い
姿
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
九
州
電
力
三
重
配
電
事
業
所
設

備
保
全
グ
ル
ー
プ
の
佐
藤
大
人
さ

ん
（
51
歳
）
は
「
日
頃
は
電
柱
に
登

り
、
工
事
や
雑
木
の
除
去
を
行
っ
て

い
る
。
高
所
作
業
の
経
験
が
活
か
せ

る
こ
の
作
業
を
、
今
回
は
事
前
講
習

を
受
け
た
23
人
で
行
っ
た
。
き
れ
い

に
な
っ
た
岡
城
を
観
光
客
の
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
観
光
客
に
岡
城
の
魅
力
を
紹
介

す
る
「
岡
城
子
ど
も
ガ
イ
ド
」
に
、

津
島
千
佳
さ
ん
（
竹
田
小
５
年
）
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
津
島
さ
ん
は
７
〜
９
月
に
行
わ

れ
た
４
回
の
研
修
で
、
岡
城
の
歴
史

や
石
垣
の
構
造
な
ど
を
学
習
。
10

月
６
日
に
吉
野
英
勝
教
育
長
か
ら

認
定
証
を
授
与
さ
れ
た
津
島
さ
ん

は
「
緊
張
す
る
け
ど
、
学
ん
だ
こ
と

を
し
っ
か
り
お
客
さ
ん
に
伝
え
た

い
」
と
明
る
い
瞳
で
話
し
ま
し
た
。

登
城
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
向
け

　
こ
れ
か
ら
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
岡
城
。
市
で
は
身
体
の
不
自
由
な

方
や
高
齢
者
な
ど
、
岡
城
の
城
内
ま

で
歩
い
て
登
る
こ
と
が
困
難
な
方
を

対
象
と
し
た
登
城
バ
ス
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
運
行
日
程
は
次
の
と
お
り

で
す
。
登
城
バ
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
秋

の
岡
城
散
策
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

運
行
日
程

11
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
４
日
㈪
、

９
日
㈯
〜
30
日
㈯

12
月
１
日
㈰
〜
８
日
㈰

※

天
候
等
に
よ
り
運
休
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

問 

ま
ち
づ
く
り
文
化
財
課

☎
63-

４
８
１
８

岡城の魅力を全世界へ

居島優海さんに栄冠 ほか

小説を通じて魅力を発信 ほか

体験を通じ“農業サポーター”に ほか

グランツたけた情報

若い力でまちの安全を守る ほか

難病を乗り越え、目指す夢 ほか

11月30日は「人生会議の日」

11月11日は「介護の日」

画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭 紙上作品展

学び舎／命の大切さを伝えたい

たけたんカレンダー

たけたんインフォ

たけたんインフォ／ふるさと求人情報

５年間で４億超の圧縮

住民票・印鑑証明書・マイナンバーカードに

旧姓（旧氏）が併記できるようになります

休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

図書館に行こう

市長コラム「有由有縁」

人権シリーズぬくもり／婚活コラム ほか

郷土の植物／すくすく１歳／アッパレ！100歳／誕生おめでとう

平成30年度国民健康保険の状況
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■題　字　草刈樵峰（竹田市在住の書家）

「マイ広報紙」に広報たけたを掲載しています 

　マイ広報紙は、広報紙を記事ごとにデータ化し、イ

ンターネットで無料配信するサービスです。いつでも

どこでもスマートフォンやタブレット等で閲覧すること

ができます。

※「マイ広報紙」一般社団法人オープン・コーポレイ

ツ・ジャパンが運営するウェブサイトで、利用・登

録は無料です（通信費要負担）。

「マイ広報紙」の使い方

　パソコンやスマートフォンから、マイ広報紙のホーム

ページにアクセスし、読みたい広報紙を検索する。 

「マイ広報紙」の便利な機能

　キーワードで検索することができ、他の自治体の情

報収集も可能です。

※まるごと博物館については都合により休載します。

ご了承ください。

ひ
ろ  

と

つ  

し
ま  

ち   

か
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居島優海さんに栄冠 ほか

↑新設されたサントリー賞を受賞した居島さ
んと、トロフィーを制作した彫刻家の森貴
也さん

↑市民ラウンジでは実行委員の皆さんが、カボス湯
やコーヒーで出場者をおもてなし

若き夢を支えるコンクール

第73回瀧廉太郎記念全日本
高等学校声楽コンクール

（滋賀県立石山高校３年）

さんに

栄冠
居島 優海

　
コ
ン
ク
ー
ル
を
主
催
す
る
「
瀧
廉

太
郎
記
念
音
楽
祭
実
行
委
員
会
」
の

サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
の
受
賞
、

廉
太
郎
の
東
京
音
楽
学
校
時
代
の
大

親
友
・
鈴
木
毅
一
氏
の
ご
遺
族
か
ら

届
い
た
自
筆
譜
「
憾
」
の
贈
り
物―

本
市
で
は
廉
太
郎
生
誕
１
４
０
周
年

を
祝
う
か
の
よ
う
な
出
来
事
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
迎
え
た
第
73
回

大
会
（
10
月
18
〜
20
日
）
に
は
、
地

元
竹
田
高
校
の
入
田
真
帆
さ
ん
（
２

年
）
を
含
む
31
道
府
県
か
ら
35
名
が

出
場
し
、
廉
太
郎
作
曲
の
課
題
曲
と

自
由
曲
を
披
露
。
審
査
の
結
果
、
滋

賀
県
立
石
山
高
校
３
年
の
居
島
優
海

さ
ん
が
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　「
周
り
は
上
手
い
人
ば
か
り
。
自

分
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
き

は
驚
い
た
」
と
開
口
一
番
。
中
学
１

年
の
と
き
に
鑑
賞
し
た
劇
団
四
季
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
』

に
感
動
し
、
将
来
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

や
り
た
い
と
思
っ
た
の
が
声
楽
を
志

し
た
き
っ
か
け
。
直
前
に
あ
っ
た
大

会
で
は
悔
し
い
結
果
に
終
わ
り
、
初

め
て
出
場
す
る
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
歌
で
先
生
や
両
親
に
感
謝
の
気
持

ち
を
表
そ
う
」
と
思
っ
て
臨
ん
だ
居

島
さ
ん
。「
竹
田
に
来
て
、
課
題
曲

の
『
荒
城
の
月
』
の
情
感
を
得
る
こ

と
が
で
き
、
歌
詞
に
落
と
し
込
ん
で

歌
え
た
」
と
振
り
返
り
、「
地
元
の

人
の
温
か
い
お
も
て
な
し
で
、
安
心

し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
た
。
将
来
は

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
オ
ペ
ラ
の
ス
テ
ー

ジ
に
立
ち
、
人
に
感
動
を
与
え
ら
れ

る
よ
う
な
歌
い
手
に
な
り
た
い
」
と

嬉
し
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
）

▼
第
２
位
　
淵
脇
朋
佳
（
熊
本
県
・

熊
本
市
立
必
由
館
高
校
３
年
）▼
第

３
位
　
勝
山
輝
大
（
京
都
府
・
京
都

市
立
京
都
堀
川
音
楽
高
校
３
年
）▼

優
秀
賞
　
宮
崎
成
（
宮
城
県
・
宮
城

県
美
田
園
高
校
）、
有
吉
琴
美
（
福

岡

県
・
福

岡

県

立

城

南

高

校
３

年
）、
森
健
音
（
長
崎
県
・
長
崎
日

本
大
学
高
校
３
年
）▼
優
良
賞
　
奥

村
麗
音
（
石
川
県
・
石
川
県
立
金
沢

二
水
高
校
３
年
）、
鈴
木
薫
（
山
口

県
・
野
田
学
園
高
校
２
年
）、
藤
原

東
樹
（
香
川
県
・
香
川
県
立
坂
出
高

校
３
年
）、
山
田
か
り
ん
（
大
分
県
・

大
分
高
校
３
年
）

※

優
秀
賞
、
優
良
賞
は
本
選
歌
唱
順

  

サ
ン
ト
リ
ー
賞
を
新
設

　
第
１
位
に
輝
い
た
居
島
さ
ん
に

　地域の文化向上と活性化に貢献した個人や団体に贈られる

「第41回サントリー地域文化賞」の贈呈式が９月27日、ＡＮＡ

インターコンチネンタルホテル東京（東京都）であり、サント

リー文化財団の鳥井信吾理事長から瀧廉太郎音楽祭実行委員会

会長の首藤市長に正賞の楯が授与されました。

　戦後混乱期の昭和22年に瀧廉太郎を偲び、人々に夢と元気を

与えようと始まった「楽聖瀧廉太郎追悼45周年記念音楽祭」。

現在は若き声楽家が世界へと羽ばたくコンクールへと拡大、歴

史を紡いできました。

　実行委員を中心とした竹田ならではの心温まるおもてなしも

高い評価を受けま

した。

　これからもコン

クールに出場する

高校生の輝ける未

来を応援し、「音楽

のまちづくり」を

進めていきます。 ↑サントリー地域文化賞の受賞を喜ぶ音楽祭関係者

は
、
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
の
受

賞
を
記
念
し
新
設
さ
れ
た
「
サ
ン
ト

リ
ー
賞
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　『
月
虹
』
と
名
付
け
ら
れ
た
同
賞

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
市
内
在
住
の
彫
刻

家
、
森
貴
也
さ
ん
（
38
歳
）
が
制
作
。

奥
行
29
セ
ン
チ×

幅
42
セ
ン
チ×

高

さ
60
セ
ン
チ
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、

底
面
を
覗
き
込
む
と
三
日
月
の
形
と

な
り
、
そ
の
月
の
背
に
配
し
た
「
荒

城
の
月
」
の
五
線
譜
が
虹
を
架
け
る

イ
メ
ー
ジ
だ
そ
う
で
、
優
勝
者
の
明

る
い
未
来
へ
の
期
待
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
ト
ロ
フ
ィ
ー
は
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た

の
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
さ
れ
、
優
勝
者

の
名
前
と
と
も
に
新
た
な
歴
史
を
刻

ん
で
い
き
ま
す
。

い　 じま　    ゆう     み

う
ら
み

げ
っ
こ
うた

か  

や

に
ゅ
う
た
　
ま
　
ほ
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小説を通じて魅力を発信 ほか

　
本
市
の
歴
史
・
文
化
の
魅
力
を
広

く
宣
伝
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観

光
振
興
に
つ
な
げ
る
「
竹
田
文
化
大

使
」に
、
作
家
の
赤
神
諒
さ
ん（
47
歳
、

東
京
都
三
鷹
市
）
を
任
命
し
ま
し
た
。

同
大
使
は
赤
神
さ
ん
で
３
人
目
。

　
弁
護
士
、
大
学
教
授
で
も
あ
る
赤

神
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年
に
第
９
回

日
経
小
説
大
賞
受
賞
作
「
義
と
愛
と
」

（「
大
友
二
階
崩
れ
」
に
改
題
）
で
小

説
家
デ
ビ
ュ
ー
。
こ
れ
ま
で
豊
後
の

戦
国
大
名
・
大
友
氏
の
時
代
を
描
い

た
作
品
を
多
く
発
表
し
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
に
出
版
さ
れ
た
、
大
友
最

強
の
武
将
と
称
さ
れ
る
戸
次
鑑
連
が

主
人
公
の
「
戦
神
」
に
は
、
本
市
の

入
田
地
区
の
地
名
や
ゆ
か
り
の
人
物 小説を通じて魅力を発信

↑竹田文化大使に任命された赤神諒さん（前列左から３人目）と入田地
区の皆さん（津賀牟礼城跡にて）

が
登
場
。
改
め
て
地
域
資
源
で
あ
る

歴
史
・
文
化
の
価
値
を
再
確
認
す
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
７
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
行

わ
れ
た
任
命
式
で
は
、
首
藤
市
長
が

「
文
化
芸
術
は
ま
ち
に
活
力
を
与
え

る
。
本
市
を
舞
台
に
し
た
小
説
で
、

竹
田
フ
ァ
ン
を
増
や
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
、
赤
神
さ
ん
に
任
命
証
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　
赤
神
さ
ん
は
「
戦
神
」
の
ラ
ス
ト

シ
ー
ン
に
描
か
れ
た
大
友
氏
の
有
力

家
臣
・
入
田
氏
の
居
城
と
さ
れ
る
津

賀
牟
礼
城
跡
を
視
察
。
標
高
３
４
９

メ
ー
ト
ル
の
山
に
築
か
れ
、
城
域
は

約
７
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
と
県
内

最
大
級
の
面
積
を
誇
る
津
賀
牟
礼
城

の
井
戸
跡
や
堀
切
を
見
て
回
り
、
姫

墓
の
傍
に
立
つ
樹
齢
１
０
０
年
超
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
「
春
雪
」
と
命
名
し

た
赤
神
さ
ん
。「
雪
解
け
の
早
春
に
、

花
開
く
桜
に
心
が
和
ん
で
く
れ
た
ら

嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
現
在
執
筆
中
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
栄

え
た
岡
藩
時
代
を
テ
ー
マ
に
し
た
作

品
「
は
ぐ
れ
鴉
（
仮
称
）」
は
、
来
年

２
月
か
ら
小
説
雑
誌
に
連
載
さ
れ
る

予
定
で
、「
竹
田
に
は
す
ば
ら
し
い

宝
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
小
説
を
通
じ

て
、
竹
田
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を

伝
え
て
い
き
た
い
」
と
意
欲
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

20回目の竹楽へ、準備着々
若
き
日
の
廉
太
郎
が
温
か
く
出
迎
え

今年は11/15㈮～ 17㈰に開催

　晩秋の城下町を、２万本の幻想的な竹灯籠の灯

りで彩る「竹楽」。この竹楽で使用する竹の切り出

し作業が10月５日、竹田市次倉の竹林で行われま

した。

　竹楽を主催するNPO法人里山保全竹活用百人会

（井上隆理事長）の会員や市内の建設業、林業関

係者など約50人が参加し、切り倒した700本の孟

宗竹を3.5メートルの長さに切り揃え、手渡しでリ

レーしながらトラックの荷台まで運びました。

　12日からは、旧竹田中学校の体育館に運び入れ

られた1200本の竹と、今年２月に伐竹し燻煙した

竹を、30 ～ 70センチほどの長さにカットする「竹

加工作業」が始まりました。

　今後は長さの異なる３本の竹の組み合わせを作

る作業などが行われる予定で、井上理事長は「城

下町エリアに点在する神社や仏閣。夕闇の広がり

と灯籠の素朴な灯りが醸し出す情緒ある雰囲気を

楽しんでほしい」と話しました。

←
竹林から切り出した竹を運び
出す参加者

↑廉太郎の胸像を制作した大分県立芸術文化短
期大学の原田裕明特任教授

↑胸像の設置を喜ぶ関係者の皆さん

 →
竹加工作業では、3.5メートル
の竹を30～70センチの長さ
にカット

　
生
誕
１
４
０
年
と
サ
ン
ト
リ
ー
地

域
文
化
賞
受
賞
を
記
念
し
制
作
さ
れ

た
瀧
廉
太
郎
の
胸
像
が
Ｊ
Ｒ
豊
後
竹

田
駅
構
内
に
設
置
さ
れ
、
10
月
17

日
、
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ

た
け
た
〉
の
廉
太
郎
の
ブ
ロ
ン
ズ
像

を
制
作
し
た
大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学
の
原
田
裕
明
特
任
教
授
が
、

「
竹
田
で
過
ご
し
た
時
代
の
廉
太
郎

の
面
影
を
残
し
た
い
」
と
当
時
の
写

真
を
も
と
に
作
り
上
げ
た
も
の
で
、

高
さ
約
75
セ
ン
チ
（
展
示
台
を
含
め

る
と
約
１
７
０
セ
ン
チ
）
の
繊
維
強

化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
。

　
関
係
者
ら
約
20
人
が
出
席
し
た
式

で
、
首
藤
市
長
は
「
荒
城
の
月
の
メ

ロ
デ
ィ
ー
が
流
れ
る
竹
田
の
駅
に
、

新
た
な
文
化
拠
点
が
で
き
た
こ
と
を

喜
び
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
胸
像
を

寄
贈
し
た
原
田
特
任
教
授
は
「
音
楽

へ
の
熱
い
情
熱
と
志
を
持
っ
た
若
き

日
の
廉
太
郎
。
末
永
く
皆
さ
ん
に
親

し
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

が
ら
す

あ
か 

が
み
り
ょ
う 

べ
っ  

き   

あ
き
つ
ら

い
く
さ
が
み

が     

む    

れ

つ

ひ
ろ
あ
き
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体験を通じ“農業サポーター”に ほか

体
験
を
通
じ〝
農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
〞に

　
昨
年
８
月
に
一
般
社
団
法
人
農
村

商
社
わ
か
ば
内
に
設
立
さ
れ
た
「
竹

田
市
地
域
農
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
機

構
」
で
は
、
退
職
後
の
ゆ
と
り
の
あ

る
世
代
や
就
農
を
希
望
す
る
人
、
農

業
を
体
験
し
た
い
学
生
等
、
全
国
か

ら
農
業
に
興
味
の
あ
る
人
材
「
農
業

サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
発
掘
し
、
農
作
業

を
支
援
す
る
「
農
業
サ
ポ
ー
ト
人
材

バ
ン
ク
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
29
日
、
事
業
の
一
環
と
し
て

「
竹
田
市
農
業
応
援
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
、
大
分
市
や
別

府
市
を
中
心
に
、
15
〜
78
歳
ま
で
の

参
加
者
21
人
が
ト
マ
ト
や
里
芋
の
収

穫
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
荻
町
恵
良
原
の
農
事
組
合
法
人
重

松
フ
ァ
ー
ム
（
重
松
美
紀
代
表
理
事
）↑ミニトマトの収穫作業を体験するツアーの参加者

で
は
、
66
ア
ー
ル
の
ハ
ウ
ス
で
ト
マ

ト
と
ミ
ニ
ト
マ
ト
の
収
穫
を
体
験
。

参
加
者
は
収
穫
方
法
を
従
業
員
に
教

わ
り
な
が
ら
、
１
つ
１
つ
丁
寧
に
実

を
取
り
、
カ
ゴ
に
入
れ
て
い
ま
し

た
。
平
松
の
の
か
さ
ん
（
20
歳
、
学

生
）
は
「
将
来
農
業
者
に
な
り
た
い

と
思
い
、
高
校
で
は
農
業
科
、
現
在

も
短
大
の
園
芸
科
で
農
業
を
学
ん
で

い
る
。
収
穫
作
業
は
楽
し
く
、
農
業

を
学
ぶ
上
で
も
大
変
貴
重
な
経
験
が

で
き
た
」、
緒
方
和
子
さ
ん
（
74
歳
、

大
分
市
）
は
「
昔
は
ダ
イ
コ
ン
や
タ

マ
ネ
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
な
ど
を
育

て
て
い
た
。
農
作
業
が
好
き
な
の
で

手
伝
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
農
家
に

通
う
交
通
手
段
が
な
い
た
め
、
交
通

費
も
含
め
て
検
討
し
て
く
れ
た
ら
」

と
話
し
ま
し
た
。
同
法
人
の
社
員
、

三
好
健
次
さ
ん
は
「
従
業
員
は
６
人

い
る
が
、
定
植
と
収
穫
時
に
は
人
手

が
足
り
な
い
。
作
業
を
体
験
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
農
業
の
良
さ
を
知

り
、
農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え

た
ら
嬉
し
い
」
と
期
待
を
込
め
て
い

ま
し
た
。

　
市
地
域
農
業
経
営
サ
ポ
ー
ト
機
構

で
は
、
今
後
も
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、

農
業
サ
ポ
ー
タ
ー
の
人
材
発
掘
を

図
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

↑工藤厚憲会長（左）が衛藤衆議院議員らに決
意表明書を手渡しました

　
今
年
３
月
に
新
規
事
業
化
さ
れ
た

中
九
州
横
断
道
路
「
竹
田
阿
蘇
道
路
」

（
約
22
・
５
キ
ロ
）。
荻
地
域
促
進
期

成
会
と
荻
地
域
自
治
会
長
会
（
い
ず

れ
も
工
藤
厚
憲
会
長
）
主
催
の
荻
地

域
事
業
推
進
大
会
が
10
月
14
日
、
荻

福
祉
健
康
エ
リ
ア
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
住
民
ら
約
２
０
０
人
が
参
加
。
工

藤
会
長
は
「
物
流
や
地
域
の
生
活
基

盤
、
災
害
時
に
お
け
る
国
道
57
号
の

代
替
道
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う

中
九
州
横
断
道
路
。
早
期
完
成
に
向

け
、
住
民
の
総
意
と
団
結
で
事
業
推

進
に
努
め
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、

決
意
表
明
書
を
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院

議
員
ら
に
手
渡
し
ま
し
た
。
ま
た
、

増
山
葉
月
さ
ん
（
荻
小
６
年
）
と
佐

藤
海
流
さ
ん
（
緑
ヶ
丘
中
３
年
）
が

道
路
に
期
待
す
る
思
い
を
発
表
し
ま

し
た
。

　
中
九
州
横
断
道
路
「
竹
田
阿
蘇
道

路
」
の
開
通
を
見
据
え
、
官
民
が
一

体
と
な
っ
て
よ
り
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
を
図
ろ
う
と
、「
第
１
回
竹
田

阿
蘇
道
路
事
業
と
連
携
し
て
進
め
る

地
域
活
性
化
勉
強
会
」
が
10
月
８

日
、
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
勉
強
会
に
は
同
道
路
と
国
道
57
号

の
沿
線
地
区
の
代
表
者
、
商
工
業
や

農
業
関
係
者
、
国
や
県
、
市
の
担
当

者
な
ど
約
30
人
が
出
席
。
事
業
概
要

や
、
勉
強
会
で
議
論
さ
れ
た
テ
ー
マ

を
掘
り
下
げ
て
話
し
合
う
地
区
別

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
な
ど

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
は
事
業
着
手
し
た
竹
田
阿
蘇

道
路
の
整
備
効
果
を
最
大
限
に
高
め

る
た
め
、
勉
強
会
や
地
区
別
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
通
じ
て
地
域
の
将

来
像
を
共
有
し
な
が
ら
議
論
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

↑エネルギッシュなステージで観客を魅了した
シオナーズの皆さん

　
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
で
別
府
観
光

の
礎
を
築
い
た
油
屋
熊
八
（
１
８
６

３
〜
１
９
３
５
年
）
の
姿
を
描
く

「Shiny U
ncle

〜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

油
屋
熊
八
」
が
10
月
22
日
、
久
住
公

民
館
く
じ
ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　
大
分
市
の
ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
「
シ

オ
ナ
ー
ズ
」
の
小
学
３
年
か
ら
高
校

２
年
ま
で
の
17
人
の
メ
ン
バ
ー
が
出

演
。
今
回
の
公
演
で
は
久
住
オ
リ
ジ

ナ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
別
府
と

久
住
・
阿
蘇
、
長
崎
を
結
ぶ
「
九
州

横
断
道
路
」
の
建
設
を
提
唱
す
る

シ
ー
ン
で
、
久
住
の
発
展
の
た
め
に

尽
く
し
た
元
久
住
郵
便
局
長
で
久
住

町
長
の
工
藤
元
平
（
１
８
８
９
〜
１

９
６
８
年
）
が
登
場
。
民
謡
「
久
住

高
原
の
唄
」
を
作
っ
た
山
下
彬
麿
役

の
後
藤
知
輝
さ
ん
（
竹
田
中
１
年
）

が
民
謡
を
、
都
野
保
育
所
の
園
児
９

人
は
太
鼓
演
奏
を
披
露
し
ま
し
た
。

地
域
の
将
来
像
を
考
え
る

油屋熊八×工藤元平

↑中九州横断道路「竹田阿蘇道路」の開通を
見据えスタートした勉強会

工事完成に向け結束を

か 

れ 

ん

ま
す
や
ま  

は  

づ
き

シ
ャ
イ
ニ
ー  

ア
ン
ク
ル

し
げ
ま
ろ

は
る  

き

あぶら　や　 くま   はち もと　へい
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グランツたけた情報

“ふら×きら”コンサート vol.14
「東京アーティスツ合奏団の

気軽にカルテット！」
11月16日㈯ 
12:15～／ 16:45～
  入場無料

川畠成道ヴァイオリン・リサイタル
11月23日㈯ 15:00開演
一般3,000円、市民価格2,000円
（全席指定／未就学児入場不可）
北海道歌旅座「昭和の歌コンサート」
11月27日㈬　14:00開演
前売1,500円　当日500円増
（未就学児入場不可）

市民企画応援プロジェクト

「藤原ひろのぶさんのお話し会」
11月29日㈮ 10:30～12:30
一般2,000円（中学生以上）、小学生以下無料
（全席自由・おみやげ付・要事前申込）

宝くじ文化公演 日本舞踊公演 

弧の会「コノカイズム」
12月14日㈯ 14:00開演
一般3,000円、高校生以下1,500円
（全席自由／当日券各500円増／3歳未満入場不可）
DRUM TAO 新春SUPER LIVE「飛翔」 

 　　Gシート11月６日㈬10:00～追加発売！ 

2020年１月４日㈯ 18:00開演
　　　  １月５日㈰ 14:00開演
一般6,000円、市民価格4,000円、
Gシート3,000円（全席指定／未就学児入場不可）

グランツ廉太郎企画　 チケット11月16日㈯ 10:00～発売！

「瀧廉太郎“日本の四季”を歌う！踊る！
コンドルズ公演 Don't Stop Me Now」
2020年２月２日㈰ 14:00開演
一般4,000円、市民価格3,000円、高校生以下2,000
円（全席指定／３歳未満入場不可）
　第１部は市民参加企画。童声・混声合唱と２台の
ピアノのための日本の四季（15～20分）。第２部はコ
ンドルズ公演 “Don't Stop Me Now”。

　２か月に１度、キナーレが映画館に変身するグランツ映画館 “玉洗劇場”。こだ
わりの作品を皆さまにご案内しています。今回は映画『聲の形』をお届けします。

“気持ちを伝える方法は「声」だけじゃない”

　タイトルが「聲」の字なのは、原作者・大今良時が「『声と手と耳』が組み合わさっ
てできているという説がある」ことを知ったため。「人と人が互いに気持ちを伝え
ることの難しさ」が丁寧に描かれています。

京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
作
品

『
聲
の
形
』

こ
え

か
た
ち

 

映
画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
開
催
！

　
『
聲
の
形
』
上
映
に
際
し
、
前
日

15
日
㈮
の
17
時
30
分
〜
21
時
に
、

映
画
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
グ
ラ
ン
ツ
映
画
館
の
企

画
に
か
か
わ
り
た
い
方
の
お
申
し

込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
詳

細
は
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
（
☎
０
９

７
４-

63-

４
８
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
あ
ら
す
じ
）
耳
の
聞
こ
え
な
い
転
校

生
・
西
宮
硝
子
が
転
校
し
て
き
た
こ
と

で
、
ガ
キ
大
将
だ
っ
た
小
学
６
年
生
の

石
田
将
也
は
大
嫌
い
な
退
屈
か
ら
逃
れ

る
。
し
か
し
、
硝
子
と
の
あ
る
出
来
事

の
た
め
に
将
也
は
孤
立
し
、
心
を
閉
ざ

す
よ
う
に
な
る
。
５
年
後
、
高
校
生
に

な
っ
た
将
也
は
、
硝
子
の
も
と
を
訪
れ

る
こ
と
に
し̶

。（
監
督
：
山
田
尚
子 

出
演
：
入
野
自
由
、
早
見
沙
織
／
２
０

１
６
年
製
作
／
１
２
９
分
／
日
本
）

チケット・イベント情報 ☎0974-63-4837（グランツたけた）

料金はすべて消費税込。Gシート（３階バルコニー席）は舞台の一部が見えづらい席となっています。３歳未満・未
就学児入場不可の公演は有料託児サービスあり（要事前申込）。

Ⓒ大今良時・講談社／映画聲の形製作委員会

今
回
の
グ
ラ
ン
ツ
映
画
館

〝
玉
洗
劇
場
〞
は

グランツ映画館 “玉洗劇場”『聲の形』
日時　11月16日㈯ 10:00 ／ 14:00 ／ 18:00上映（各回20分前開場）

料金　一般1,000円、高校生以下500円（全席自由/当日各200円増）

竹
田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
の
運

営
に
関
す
る
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い

　
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
は

開
館
１
年
が
経
過
し
、
10
万

人
近
い
方
々
に
ご
利
用
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
竹
田
市
で
は
市
直

営
方
式
に
よ
り
運
営
し
て
い

る
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
に

つ
い
て
、
新
た
に
設
立
す
る

財
団
法
人
（
令
和
２
年
４
月

予
定
）
に
よ
る
管
理
運
営
方

式
に
変
更
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
由
は
、
①
長
期
的

な
計
画
が
で
き
る
こ
と
▽
②

専
門
職
員
を
配
置
で
き
る
こ

と
▽
③
寄
附
の
受
け
入
れ
な

ど
に
よ
り
運
営
基
盤
が
強
化

で
き
る
こ
と
▽
④
市
民
参
画

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
、
な

ど
で
す
。
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

体
制
や
施
設
使
用
料
金
等
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
よ

り
多
く
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
各

地
域
で
の
事
業
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
こ
の
件
に
関
す
る
ご
意
見

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
竹

田
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル
（
☎

０
９
７
４-

63-

４
８
３
７
）

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

※

意
見
募
集
期
間
は
11
月
１

日
㈮
〜
29
日
㈮
ま
で

ピアノ：寺嶋陸也

©仲間勇太

おおいまよしとき
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若い力でまちの安全を守る ほか

↑上位大会に出場する児玉龍生くん（右）
と岩屋武琉くん。活躍を期待しています！

↑図書購入費を贈呈する河野剛・県獣
医師会竹田支部長

↑賞を受賞した（左から）堀杏里さん、三苫花さん、
麻生萌心さん

↑生徒会役員を中心に結成された「竹南ハイスクー

ルパトロックス」。子どもや高齢者を対象とした防

犯教室、他のパトロール隊との合同パトロールな

どの活動を通して、犯罪のない安全で安心なまち

づくりに取り組んでいきます

児
玉
く
ん
が
全
国
、岩
屋
く
ん
が
九
州
大
会
へ

若
い
力
で
ま
ち
の
安
全
を
守
る

安全・安心なまちに

初の九州大会へ

竹田南高校女子サッカー部
　11月９日から鹿児島市で開催される「第28

回全日本高等学校女子サッカー選手権大会九

州大会」に出場します。

　同部は昨年４月、県内２校目の高校女子サッ

カー部として創部。部員４人で活動をスタート

し、九州女子サッカーリーグに加盟するヴェル

スパ大分レディースのメンバーとして練習を重

ねてきました。今年４月には１年生11人が入

部。単独チームで試合が行えるようになり、県

内外の強豪校との練習試合で強化を図ってき

ました。

　９月16日に行われた県大会決勝では柳ヶ浦

高校と対戦。先制点をあげたものの、逆転を許

し、惜しくも準優勝となりましたが、同部では

初となる九州大会への出場権を獲得しました。

　後藤紗希キャプテンは「応援、サポートして

くれている方々のためにも、チーム一丸となっ

て最後まで全力でプレーします」と力強く決意

を話しました。優しい心を育んで

　
な
な
せ
体
操
ク
ラ
ブ
の
児
玉
龍
生

く
ん
（
都
野
小
６
年
）
が
、
11
月
15

〜
17
日
に
新
潟
県
上
越
市
で
開
催
さ

れ
る
「
２
０
１
９
第
14
回
全
国
ブ

ロ
ッ
ク
選
抜
Ｕ

－

12
体
操
競
技
選
手

権
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　
８
月
に
行
わ
れ
た
九
州
大
会
で
個

人
総
合
12
位
（
県
勢
で
は
１
位
）
に

入
り
、
３
年
連
続
で
全
国
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
児
玉
く
ん
。「
小

学
校
６
年
間
の
最
後
の
試
合
。
練
習

の
成
果
を
精
一
杯
発
揮
し
ま
す
」

　
ま
た
、
大
分
ラ
グ
ビ
ー
ス
ク
ー
ル

の
岩
屋
武
琉
く
ん
（
竹
田
小
６
年
）

が
、
11
月
22
〜
24
日
に
熊
本
県
大
津

町
で
開
催
さ
れ
る
「
第
８
回
ト
ラ
イ

ド
リ
ー
ム
カ
ッ
プ
九
州
大
会
」
に
出

場
し
ま
す
。

　
約
１
３
０
人
が
所
属
し
て
い
る
同

ス
ク
ー
ル
。
岩
屋
く
ん
は
チ
ー
ム
の

司
令
塔
「
ス
タ
ン
ド
オ
フ
」
を
担
っ

て
い
ま
す
。「
竹
田
市
代
表
と
し
て

優
勝
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

　「
児
童
に
動
物
を
愛
し
む
優
し
い

心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、
県

獣
医
師
会
竹
田
支
部
か
ら
市
教
育
委

員
会
に
図
書
購
入
費
３
万
円
を
贈
呈

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
９
月
20
〜
26
日
の
「
動
物
愛
護
週

間
」
に
あ
わ
せ
、
平
成
17
年
以
降
毎

年
贈
呈
い
た
だ
い
て
お
り
、
今
年
は

小
学
校
３
校
に
購
入
し
た
動
物
に
関

す
る
本
を
設
置
す
る
予
定
で
す
。

　令和元年全国地域安全運動、全国暴

力追放運動ポスター・標語コンクール

が開催され、標語の部の佳作（県防犯

協会理事長表彰）に麻生萌心さん（城

原小４年）の作品「まもろうよ イカの

おすしは あいことば」、三苫花さん（豊

岡小５年）の「登下校 防犯ブザー 身に

つけて」、堀杏里さん（竹田南部中３年）

の「『おはよう』と あなたの言葉が パト

ロール」が選ばれました。

　
竹
田
南
高
等
学
校
（
秦
靖
惠
校
長
）

に
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
「
竹
南

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
ト
ロ
ッ
ク
ス
」
が

結
成
さ
れ
、
10
月
21
日
、
同
校
体
育

館
で
発
隊
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
街
頭
あ
い
さ
つ
運
動
や

薬
物
乱
用
防
止
運
動
、
稲
葉
川
清
掃

活
動
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る

同
校
。
今
回
結
成
さ
れ
た
高
校
生
に

よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
県
内
で
は
３

例
目
に
な
り
ま
す
。

　「
竹
田
市
の
安
全
安
心
の
た
め
に

役
立
つ
こ
と
を
し
た
い
」
と
隊
の
立

ち
上
げ
を
提
案
し
た
生
徒
会
長
で
同

隊
の
石
原
海
翔
隊
長
は
「
隊
が
学
校

の
伝
統
と
な
り
、
竹
田
市
に
と
っ
て

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
れ
る

よ
う
一
致
団
結
し
て
頑
張
り
ま
す
」

と
決
意
表
明
。

　
隊
員
15
人
は
早
速
、
竹
田
警
察
署

員
ら
と
城
下
町
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、

市
民
に
チ
ラ
シ
を
手
渡
し
な
が
ら
、

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

もも  こ

み  とま はな

あん  り

り
ゅ
う
せ
い

た
け  

る

か
い  

と
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難病を乗り越え、目指す夢 ほか

↑建設中の施設を見学する高校生ら

難
病
を
乗
り
越
え
、目
指
す
夢

生き様をラップに乗せ

ラッパー“K-SK”こと
こ だま けい すけ

児玉 啓佑さん

歌で思いを伝えたい

女子高校生シンガー
くら はし か な

倉橋 華那さん

　「
も
っ
と
自
由
に
生
き
よ
う
ぜ
！

も
っ
と
笑
お
う
ぜ
！
」―

10
月
６
日

に
開
催
さ
れ
た
「
久
住
高
原
ま
つ
り
・

久
住
高
原
牛
肉
ま
つ
り
」。
地
元
・
久

住
町
出
身
の
ラ
ッ
パ
ー
、
児
玉
啓
佑

さ
ん
（
31
歳
・
下
町
）
の
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ラ
ッ
プ
に
刻
ま
れ
て
い
く
。

　
児
玉
さ
ん
は
今
年
３
月
、
国
指
定

の
難
病
「
特
発
性
大
腿
骨
頭
壊
死
症
」

の
診
断
を
受
け
た
。
股
関
節
を
形
成

す
る
大
腿
骨
頭
に
血
液
が
届
か
な
く

な
り
壊
死
す
る
原
因
不
明
の
難
病

に
、「
病
気
に
負
け
ず
、
前
向
き
に
生

き
た
い
」
と
手
術
を
決
意
。

　「
病
室
の
窓
を
眺
め
て
い
た
ら
、

『
高
原
ま
つ
り
で
歌
い
て
ー
な
』
っ
て

気
持
ち
が
湧
い
て
き
た
ん
で
す
よ
」

と
、
術
前
の
様
子
を
振
り
返
る
児
玉

さ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
た
と
も
話
す
。

　
Ｋ-

Ｓ
Ｋ
の
名
で
活
動
す
る
児
玉
さ

ん
は
、
中
学
生
の
と
き
に
「
目
立
つ
こ

と
を
し
た
い
」
と
ブ
レ
ー
ク
ダ
ン
ス
を

始
め
、
20
歳
で
ラ
ッ
プ
に
は
ま
っ
た
。

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ

な
ど
を
歌
詞
に
込
め
、
こ
れ
ま
で
に

約
20
曲
を
制
作
。
ラ
イ
ブ
や
竹
楽
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
披
露
し
て
き
た
。

　
大
勢
の
観
光
客
が
詰
め
か
け
た「
高

原
ま
つ
り
」
で
は
５
曲
を
歌
い
、「
ラ
ッ

プ
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
子
ど

も
、
手
拍
子
を
く
れ
る
お
じ
い
ち
ゃ

ん…

最
高
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
ね
」。

　
今
後
は
保
育
園
や
高
齢
者
施
設
で

も
ラ
イ
ブ
を
開
き
た
い
と
話
す
児
玉

さ
ん
。「
ラ
ッ
プ
は
自
分
の
生
き
様
を

表
現
す
る
方
法
。
生
き
づ
ら
さ
を
感

じ
て
い
る
人
の
心
に
少
し
で
も
響
い

て
く
れ
た
ら
」
と
、
ま
っ
す
ぐ
な
瞳
で

前
を
見
据
え
た
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
久
住
高
原
に
ア

コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ
タ
ー
の
涼
や
か

な
音
色
と
心
を
深
く
捉
え
る
歌
声
が

響
く
。
竹
田
高
校
に
通
う
倉
橋
華
那

さ
ん
（
17
歳
・
新
町
）。
難
病
と
闘
い

な
が
ら
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

を
目
指
す
女
子
高
校
生
だ
。

　
華
那
さ
ん
が
口
腔
粘
膜
の
潰
瘍
や

皮
膚
の
発
疹
、
関
節
炎
を
伴
う
国
の

指
定
難
病
「
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
」
を

発
症
し
た
の
は
小
学
４
年
生
の
と

き
。「
病
気
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
辛

か
っ
た
と
き
に
、
音
楽
に
助
け
ら
れ

た
」
と
話
す
。「
サ
カ
ナ
ク
シ
ョ
ン
の

『
夜
の
踊
り
子
』
の
歌
詞
に
「
今
泣
い

て
何
年
か
後
の
自
分  

笑
っ
て
い
た
い

だ
ろ
う
」
と
あ
り
、
今
は
泣
い
て
い
い

ん
だ
と
思
っ
た
し
、
そ
の
先
に
笑
っ
て

い
ら
れ
る
自
分
が
想
像
で
き
た
」。

　
そ
ん
な
気
持
ち
を
歌
詞
に
綴
っ
た

の
が
『
彷
徨
』。「
困
難
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
這
い
上
が
れ
る
。『
き
っ
と
大
丈

夫
』の
フ
レ
ー
ズ
に
思
い
を
込
め
た
」。

遠
距
離
恋
愛
が
テ
ー
マ
の
『
無
題
』

と
あ
わ
せ
披
露
し
た
ラ
イ
ブ
に
は
、

友
人
た
ち
が
駆
け
つ
け
て
く
れ
、
中

に
は
涙
を
流
す
人
も
い
た
そ
う
。

　
卒
業
後
に
上
京
し
、
音
楽
の
専
門

学
校
へ
の
進
学
を
決
め
て
い
る
華
那

さ
ん
。「
夢
を
応
援
し
て
く
れ
る
父
や

友
人
の
た
め
に
も
、
在
学
中
に
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
し
た
い
。
病
気
の

影
響
で
、
弾
い
て
い
る
と
き
に
指
が

痛
む
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
自
分
の
し

た
い
こ
と
が
で
き
る
喜
び
を
多
く
の

人
に
伝
え
た
い
」。

　
若
い
頃
、
路
上
ラ
イ
ブ
を
し
て
い

た
父
親
か
ら
譲
り
受
け
た
ギ
タ
ー
を

手
に
、
華
那
さ
ん
は
今
日
も
曲
を
奏

で
、
歌
に
思
い
を
込
め
る
。

　
来
年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
「
竹
田
市

歴
史
文
化
館
」。
10
月
23
日
、
市
内

の
高
校
生
30
人
を
対
象
と
し
た
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、
施
設
に
隣
接
す
る

旧
竹
田
荘
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
設
計
を
手
掛
け
た
世
界
的
建
築

家
・
隈
研
吾
さ
ん
が
「
竹
田
ら
し
さ

を
表
す
た
め
、
竹
を
ふ
ん
だ
ん
に
使

用
し
た
。
回
遊
性
を
高
め
、
滞
在
型

ま
ち
づ
く
り
の
新
し
い
拠
点
に
な
れ

ば
」
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
説
明
。
高
校

生
た
ち
は
建
設
中
の
施
設
を
見
学

し
、
建
築
資
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
竹
に
触
れ
て
み
る
な
ど
し
ま
し

た
。

　
竹
田
高
校
２
年
の
渡
邉
航
平
さ
ん

は
「
隈
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、
将
来

の
職
業
選
択
に
活
か
せ
れ
ば
と
思

い
、
参
加
し
た
。
竹
で
竹
田
の
魅
力

を
伝
え
る
発
想
が
印
象
的
。
施
設
の

完
成
が
楽
し
み
」
と
話
し
ま
し
た
。 歴史文化館を学ぶ

ほ
う 

こ
う

く
ま
け
ん  

ご

こ
う
へ
い

2019年11月発行9



11月30日は「人生会議の日」

11月30日は「人生会議の日」

「人生会議」（アドバンス・ケア・プランニング）のすすめ方

（いい看取り・看取られ）

ステップ

１
ステップ

４

ステップ

５

ステップ

２

ステップ

３

考えてみましょう
　もし生きることができる時間が限ら

れているとしたら、あなたにとって大

切なことはどんなことですか？

話し合いましょう
　もしあなたが、治癒が不可能な病気

（進行がん、慢性心不全など）にかかり、
その後、病状の悪化などにより、十分に
考えたり周囲の人に自分の考えを伝え
られなくなった場合に、どのような治療
やケアを受けたいか、そして受けたくな
いかについて信頼できる家族や友人と
ともに考えていきます。また、治療やケ
アを受ける場所についてもあわせて考
えていきます。

伝えましょう
　話し合いの内容を医療・介護従事者

に伝えておきましょう。

信頼できる人が誰かを
考えてみましょう
　あなたが信頼していて、いざという

時にあなたの代わりとして受ける治療

やケアについて話し合ってほしい人は

誰でしょう？

主治医に質問してみましょう
①病名や病状、予想される今後の経過

②必要な治療やケアについて

　（現在病気療養中ではない方はこの項

目は省略してください）
在宅医療や介護に関するお問い合わせは高齢者
福祉課（☎63-4809）まで

　厚生労働省は、毎年11月30日を「人生会議の日」と定めました。「いい看取り・看取られ」の意味が込め

られています。

　「人生会議」とは、アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning）の愛称です。アドバンス・

ケア・プランニングとは、自分の大切にしていることや望み、どのような医療やケアを望んでいるかについ

て自ら考え、また自分の信頼する人たちと話し合うことを言います。

　自分の希望や価値観は、自分の望む生活や医療・ケアを受けるためにとても重要な役割を果たします。誰

でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。

　命の危険が迫った状態になると約70％の方が、これからの医療やケアなどについて自分で決めたり、人に

伝えたりすることができなくなると言われています。

　もしも、あなたがそのような状況になったとき、家族などあなたの信頼できる人が「あなたなら、たぶん

こう考えるだろう」とあなたの気持ちを想像しながら、医療・ケアチームと医療やケアについて話し合いを

することになります。その場合にも、あなたの信頼できる人が、あなたの価値観や気持ちをよく知っている

ことが重要な助けとなるのです。

　全ての人が人生会議をしなくてはならないというわけでは決してありません。あくまで個人の主体的な行

いによって考え、進めるものです。知りたくない、考えたくない方への十分な配慮が必要です。

　一方で、人生会議を重ねることで自分の気持ちを話せなくなった「もしものとき」には、自分の心の声を

伝えることができるかけがえのないものになり、そしてまた、あなたの大切な人の心の負担を軽くすること

になります。
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■在宅医療や介護を支える人たちを紹介します

医師（病院・診療所）
日常的な診療や治療、健康相談などを担います。

○体の状態や家庭環境に応じた適切な治療やアドバイス、特別な検査や
治療が必要な場合は高度先進医療機関への紹介

○自宅での療養を希望する方には、訪問診療（在宅医療）を実施

訪問看護師
医師の指示のもと自宅に訪問し看護を提供します。

○病状の観察や健康状態の管理と看護・療養生活のお世話
○医療処置・治療上の看護
○認知症と精神障害の看護
○床ずれ予防・処置
○家族のサポート・終末期看護など

ケアマネジャー
望む暮らしを支援する介護サービスの利用にあたり次のような役割を担います。

○利用者や家族等相談に応じてアドバイス
○利用者の自立支援をケアするプランの作成
○サービス事業者との連絡・調整
○施設入所を希望する人に適切な施設を紹介

ホームへルパー
自宅に訪問し、生活を支援します。

○生活援助　食事の準備や調理、洗濯、掃除や整理整頓、生活必需品の買い物、
薬の受け取り

○身体介護　食事や入浴の介助、オムツ交換、衣類の着脱介助、洗髪、つめ切
り、身体の清拭、通院・外出支援

○自立支援　自分でできることを増やすための支援

　在宅でも安心して医療を受けられるように、かかりつけ医を中心として、訪問診療・往診での対応や

歯科医師・薬剤師・看護師や理学療法士などの医療専門職との連携で在宅医療を支えています。また、

介護が必要になったら介護支援専門員（ケアマネジャー）を中心に介護サービス計画（ケアプラン）を

作成し、在宅を中心に生活できるように、訪問介護（ホームヘルプ）、通所介護（デイサービス）、通所

リハビリテーション（デイケア）などのサービスを行い、在宅での暮らしをサポートしています。

← 血 圧・脈・体 温 な ど の

健康チェック

自宅に訪問し、薬の内服の声かけや見守りを行うホームヘルパー

自宅を訪問し点滴 →

　高齢化などにより介護が必要な方々が増加している一方、介

護にまつわる課題は多様化しています。

　こうした中、多くの方々に介護を身近なものとしてとらえて

いただくとともに、それぞれの立場で介護を考え、関わってい

ただくことが必要となっています。

　そのため、介護についての理解と認識を深め、介護従事者、

介護サービス利用者及びその家族等を支援するとともに、これ

らの人たちを取り巻く地域社会における支え合いや交流を促進

する観点から、介護に関する啓発を重点的に実施する日とし

て、厚生労働省は「11月11日」を「介護の日」と定めています。

11月11日は「介護の日」
（いい日・いい日）
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第71回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ美術祭 

　
今
回
は
絵
画
の
部
に
３
０
７
５
点
、
書
写
・
書
道
の
部
に
１
２
５

６
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
27

点
が
特
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
授
賞
式
は
11

月
３
日
㈰
の
午
前
10

時
30

分
か
ら
竹
田
市
総
合
文
化

ホ
ー
ル
〈
グ
ラ
ン
ツ
た
け
た
〉
で
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
賞
作
品

に
つ
い
て
は
、
11

月
４
日
㈪
ま
で
同
会
場
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
文
部
科
学
大
臣
賞
と
市
内
の
特
賞
受
賞
者
の
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

延
べ
４
３
３
１
点
の
応
募

書
写
・
書
道
の
部

絵画の部

紙
上
作
品
展

第
71

回  

画
聖
「
田
能
村
竹
田
」
先
生
を
し
の
ぶ
美
術
祭

文
部
科
学
大
臣
賞　
渡
邉

　恵
果
（
大
分
県
立
中
津
北
高
等
学
校
３
年
）

文部科学大臣賞
太田　龍太郞（豊後大野市立清川小学校１年）

毎日小学生新聞賞
堀　武琉（菅生小学校１年）

毎日新聞社賞
山村　宣貴（荻小学校４年）

毎日新聞社賞
工藤　彩来（竹田南部中学校２年）

毎日小学生新聞賞　
長野　咲幸（宮城台小学校４年）

竹田商工会議所会頭賞
麻生　彩瑛（豊岡小学校２年）

竹田市文化連盟会長賞
森　凛太郎（豊岡小学校３年）

竹田ロータリークラブ会長賞
大久保　紗希（直入小学校６年）

毎
日
小
学
生
新
聞
賞

堀

　恵
麗
奈
（
南
部
小
学
校
５
年
）

竹
田
市
長
賞

山
本

　禄
（
直
入
小
学
校
１
年
）

竹
田
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

佐
藤

　英
仁
（
竹
田
小
学
校
２
年
）

（
一
財
）
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
理
事
長
賞

堀

　友
稀
奈
（
南
部
小
学
校
４
年
）

竹田市長賞

松井　優奈

（南部小学校３年）
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学び舎／命の大切さを伝えたい

田
能
村
竹
田
顕
彰
会
理
事
長
賞

　
次
の
取
り
組
み
は
絵
本
や
紙
芝
居

で
す
。
家
庭
で
も
絵
本
に
触
れ
る
機

会
を
と
、
絵
本
の
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。
子
ど
も
は
絵
本
や
紙
芝

居
を
通
し
、
身
近
な
人
か
ら
の
心
地

よ
い
言
葉
に
よ
り
、
深
い
愛
情
や
共

感
し
感
動
す
る
心
、
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
心
が
身
に
つ
く
の
で
は
と
思

い
ま
す
。
絵
本
や
紙
芝
居
を
見
る
子

ど
も
た
ち
の
眼
は
真
剣
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
想
像
が
広
が
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
読
み
終
わ
っ
た
後
の
反

応
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
心
に

残
る
作
品
を
読
み
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

く
通
う
保
育
所
と
し
て
歴
史
を
刻
め

れ
ば
と
願
い
ま
す
。（
髙
橋
　
留
美
）

　
犯
罪
や
交
通
事
故
、
い
じ
め
な
ど

で
命
を
奪
わ
れ
た
人
の
等
身
大
の
パ

ネ
ル
や
遺
品
を
展
示
し
、
命
の
尊
さ

を
伝
え
る
「
生
命
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
展
」

が
10

月
１
日
と
２
日
、
大
分
県
立
竹

田
高
等
学
校
（
木
戸
孝
明
校
長
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
に
は
会
を
主
催
し
て
い
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

の
鈴
木
共
子
代
表
が
「
か
け
が
え
の

な
い
命
の
こ
と
を
伝
え
た
い
」
と
題

し
、
生
徒
や
教
職
員
な
ど
約
５
０
０

人
を
前
に
講
演
。
鈴
木
さ
ん
は
大
学

生
の
息
子
（
当
時
19

歳
）
を
無
免
許
、

飲
酒
運
転
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交

通
事
故
で
亡
く
し
て
お
り
、「
息
子

を
突
然
失
っ
た
悲
し
み
、
怒
り
、
喪

失
感
は
あ
ま
り
に
大
き
か
っ
た
。
理

不
尽
な
事
件
や
事
故
で
奪
わ
れ
た
か

け
が
え
の
な
い
命
。
生
き
た
く
て
も

生
き
ら
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
が
い
る

こ
と
を
知
り
、
今
を
大
切
に
精
一
杯

生
き
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ぼくた
ち・私たちの

学び舎

　
山
々
に
囲
ま
れ
た
久
住
保
育
所

は
、
現
在
の
場
所
に
移
転
し
て
33

年

に
な
り
ま
す
。
当
時
か
ら
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
周
り
の
風
景
と
園
舎
。

園
児
だ
っ
た
子
ど
も
が
親
と
な
り

久
々
に
訪
れ
る
と
、「
変
わ
ら
な
い

で
す
ね
」「
小
さ
い
頃
を
思
い
出
し

ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。

　
本
保
育
所
の
目
指
す
子
ど
も
像
は

「
の
び
の
び
と
遊
べ
る
子
ど
も
」「
思

い
や
り
の
心
を
持
っ
た
子
ど
も
」「
強

い
心
と
体
を
持
っ
た
子
ど
も
」
の
３

つ
で
す
。
こ
れ
は
集
団
生
活
を
経
験

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
同
士
が
関
わ

り
育
ま
れ
る
も
の
で
、
０
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
見
通
し
を
持
ち
日
々
の

保
育
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
防
災
・
災
害

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
避
難
訓
練
で

は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者
に

も
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
い
つ
・

ど
こ
で
・
だ
れ
が
・
ど
う
な
る
か
？
予

想
は
で
き
ま
せ
ん
。
先
日
は
運
動
会

の
練
習
を
行
っ
た
体
育
館
で
地
震
を

想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

い
つ
も
と
は
違
う
状
況
で
し
た
が
、

職
員
も
子
ど
も
も
落
ち
着
い
た
行
動

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夕
方
は
、

子
ど
も
の
迎
え
を
利
用
し
て
「
園
児

引
き
渡
し
訓
練
」
も
実
施
。
保
護
者

か
ら
は
「
こ
こ
ま
で
訓
練
す
る
と
安

心
で
す
ね
」―

子
ど
も
た
ち
の
大
切

な
命
を
預
か
る
職
員
に
は
と
て
も
あ

り
が
た
い
言
葉
で
し
た
。
今
後
も
非

常
時
に
備
え
た
取
り
組
み
を
学
び
実

践
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

↑園児引き渡し訓練の様子
今
月
の
学
び
舎

　久
住
保
育
所

↑集中して紙芝居を見つめる子どもたち

↑31人の等身大パネルに貼られた写真や
メッセージに見入る生徒ら

↑避難訓練の様子

命の大切さを伝えたい

　
会
場
と
な
っ
た
同
校
体
育
館
に

は
、「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」
と
呼
ば
れ

る
犠
牲
者
一
人
ひ
と
り
の
等
身
大
パ

ネ
ル
が
31

人
並
べ
ら
れ
、
そ
の
パ
ネ

ル
に
は
本
人
の
写
真
や
遺
族
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
足
元
に
は
故
人
が
生

前
履
い
て
い
た
靴
が
置
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
０
９
年
に
部
活
動

中
に
亡
く
な
っ
た
同
校
剣
道
部
の
工

藤
剣
太
さ
ん
（
当
時
17

歳
）
の
パ
ネ

ル
も
設
置
さ
れ
、
生
徒
ら
は
添
え
ら

れ
た
写
真
や
遺
族
の
言
葉
に
見
入
っ

て
い
ま
し
た
。
剣
太
さ
ん
の
母
奈
美

さ
ん
は
「
剣
太
の
後
輩
た
ち
が
真
剣

に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
く
れ
て
嬉

し
い
。
事
件
が
二
度
と
起
き
な
い
よ

う
に
語
り
継
ぎ
、
考
え
て
も
ら
う
場

が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も
あ
り
が
た

い
」。

　
生
徒
会
長
の
廣
瀬
野
乃
香
さ
ん

（
２
年
）
は
「
人
は
二
度
死
ぬ
と
言

わ
れ
る
。
一
度
目
は
身
体
が
死
ぬ
こ

と
、
二
度
目
は
人
の
記
憶
か
ら
な
く

な
る
こ
と
。
工
藤
剣
太
さ
ん
に
二
度

目
の
死
を
も
た
ら
せ
な
い
た
め
に
竹

高
生
と
し
て
次
の
代
へ
と
語
り
継
い

で
い
き
た
い
」、
藤
部
優
季
乃
さ
ん

（
同
）
は
「
い
つ
も
一
緒
に
い
る
友

達
や
家
族
な
ど
、
当
た
り
前
に
い
る

こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
、
自

分
の
命
も
大
切
に
し
よ
う
と
思
っ

た
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
の

ち

の
　
の
　
か

ゆ
　
き
　
の
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2019年（令和元年）

　 こ よ み

木 THU 金 FRI 土 SAT

地域で咲かせよう笑顔の花
よりそいカフェへようこそ

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

7

14

21

28

・竹田温泉「花水月」休館日

・おはなしルーム 14:00-14:30

（竹田幼稚園）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・子育て講演会 19:00-21:00（竹

田市総合社会福祉センター）

・竹田温泉「花水月」オープン

記念感謝祭 （～４日まで）

・第71回瀧廉太郎を偲ぶ音楽

祭 9:00～（グランツたけた）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・画聖田能村竹田185年祭遺

墨展・茶掛展 9:00-16:00（旧

竹田荘画聖堂）、お茶席 9:00-

15:00（旧竹田荘）

・第43回収穫祭・久住キンダー

フェスト2019（～４日まで）

10:00-16:00（久住高原パルク

ラブ）

・竹田温泉「花水月」休館日

・こころの健康相談 13:30-15:30

（荻支所）※要予約（前日午前

中まで）☎63-3346（竹田市心

の相談支援事業所）

・おはなしルーム 14:00-14:30

（南部幼稚園）

・グランツ映画館“玉洗劇場”「聲の

形」10:00/14:00/18:00上映（グラン

ツたけた）

・“ふら×きら”コンサートvol.14「東京

アーティスツ合奏団の気軽にカル

テット！」12:15～、16:45～（グラン

ツたけた）

・第20回たけた竹灯籠「竹楽」 16:00-

21:30（竹田城下町一円）

・久住地域さわやかスポーツ大会 8:45
～開会式、9:00競技開始（久住総合
運動公園）

・第43回直入地域ふるさと振興祭 10:00
-14:00（直入支所前イベント広場周
辺）

・第47回荻地域男子バレーボール大
会 12:30～（荻小学校、緑ヶ丘中学
校、荻公民館）

・たけのこ文庫のおはなし会 15:00-15:30
（竹田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談

室）

・第20回たけた竹灯籠「竹楽」 

15:30～オープニングセレモ

ニ ー（ 十 六 羅 漢 ）※ 点 灯 は

21:30まで

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・専門家による無料なんでも相談

会 13:00-16:00（J:COMホルトホー

ル大分302会議室ほか）※仕事や

日常生活のあらゆる問題に国家

資格９士業の専門家がお答えし

ます。☎097-532-7709（大分県土

地家屋調査士会）

・川畠成道ヴァイオリン・リサイタル

15:00開演（グランツたけた）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」臨時

休業

・竹田温泉「花水月」休館日

・こころの健康相談 13:30-15:30（久住

保健センター）※要予約（前日午前

中まで）☎63-3346（竹田市心の相

談支援事業所）

・不登校を考える親の会「コスモスの

会」 19:00-21:30（みんなのいえカラ

フル）☎090-5470-8998（山口）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹

田市総合社会福祉センター）

☎75-3688（温泉利用相談室）

・市民企画応援プロジェクト

「藤原ひろのぶさんのお話し

会」10:30-12:30（グランツた

けた）

・第31回豊肥地区解放文化祭 

9:00～（久住公民館くじゅう

サンホール）

・大分県司法書士会豊肥支部

「無料法律相談所」9:00-12:00

（竹田分館）☎63-3155（渡部

定男司法書士事務所）

・竹田温泉「花水月」休館日

・大分県交通事故巡回相談 10:00-15:00

（大分県豊肥振興局）※要予約 ☎63-

1171（豊肥振興局）

・３歳児健診 13:00～受付（竹田市総

合社会福祉センター）

・精神保健相談 14:00-16:00（大分県

豊肥保健所）※要予約 ☎0974-22-

0162（豊肥保健所）

　 こ よ み 11月

11月の行政なんでも相談所

※行政なんでも相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで

　「困ったら一人で悩まず行政相談！」

〔竹田〕阿南　茂　☎67-2608　〔　荻　〕佐藤孝幸　☎68-3510

〔久住〕本郷俊一　☎76-1304　〔直入〕兒玉龍明　☎75-2426

地域 相談日 時　間 開　催　場　所

竹田

荻

久住

直入

11月20日㈬
10:00～

　12:00

竹田市総合社会福祉センター　相談室

荻公民館　幼児室

久住公民館　健康相談室

直入支所　小会議室

よりそいカフェは認知症の
人やその家族、地域の住民
らが気軽に交流できる場所
です。
【竹田】
・１日・８日㈮ 13:00-15:00
　みんなのいえカラフル
【荻】
・12日・26日㈫ 13:00-15:00
　荻「しらみず」
【久住】
・５日㈫・21日㈭ 13:00-15:00
　久住「りんどう」
【直入】
・８日・22日㈮ 13:00-15:00
　直入「ゆのはな」
【竹田北部「双城」】
・21日・28日㈭ 13:00-15:00 
　出会いの湯
【竹田南部「あけぼの」】
・13日㈬ 13:00-15:00
　入田分館
・★20日㈬ 13:00-15:00
　宮砥分館
・★26日㈫ 13:00-15:00
　あ祖母学舎
【都野】
・14日・28日㈭ 13:30-15:30
　グループホームくたみのもり
★は大分県認知症疾患医療
センターによる認知症予防
講座、もの忘れ相談会を開
催します。

　今年のテーマは「UPDATE！
話そう、HIV／エイズのとなり
で～検査・治療・支援～」で
す。HIVに感染していても症状
はありませんが、他人に感染さ
せる力はあります。早期発見・
早期治療が重要ですので、HIV
検査を受けましょう。
　豊肥保健所では第２・４火
曜日の午前10時～12時の間に
無料、匿名のHIV検査を行って
います。前日までの予約が必要
です。当日の受付はできません
ので、検査を希望される方は
お問い合わせください。
問豊肥保健所地域保健課疾病
　対策班 ☎0974-22-0162㈹

日時　11月10日㈰※7:30までに
神の里交流センター「緒
環」に集合

定員　30人　参加料　2000円
申込方法　住所・氏名・年齢を
記入し、FAXで申し込み（７日
㈭の12:00まで）
　・問神の里交流センター「緒
環」☎67-2288／ FAX67-2289

紅葉の「大障子岩」登山に
参加しませんか？

　福祉の仕事を目指す方の就職活動を応援する「福祉のしごと就職

フェア」を開催します。豊肥地区の福祉サービス事業所15事業所

（予定）の採用担当者から直接話を聞くことができるチャンスで

す。ぜひご参加ください。

日時　12月７日㈯　午後１時～３時

会場　エイトピアおおの（豊後大野市三重町内田878）

※参加無料。入退場自由。

問 大分県福祉人材センター（大分県社会福祉介護研修センター内）

　 ☎097-552-7000

豊肥地区福祉のしごと就職フェア

12月１日は「世界エイズデー」

合同事業所説明会

勤労感謝の日

広報たけた  令和元年11月号 14



竹 田 市 の　 こ よ

日 SUN 月 MON 火 TUE 水 WED

3

10

17

24

4

11

18

25

6

13

20

27

5

12

19

26

・第14回トマト天国inおぎ・第40回荻ふる

さと祭り 9:00-15:00（荻福祉健康エリア

グラウンド）

・画聖田能村竹田185年祭遺墨展・茶掛

展 9:00-16:00（旧竹田荘画聖堂）、お茶

席 9:00-15:00（旧竹田荘）

・第71回画聖「田能村竹田」先生をしのぶ

美術祭特賞入賞者表彰式 10:30～（グラ

ンツたけた）

・令和元年度竹田市功労者表彰式 13:15

～（グランツたけた）

・荻の里温泉休館日

・グランツたけた休館日

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図書

館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入B&G

海洋センター体育館）☎75-3688（温泉利用

相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（直入支所）※

要予約（前日午前中まで）☎63-3346（竹田

市心の相談支援事業所）

・令和元年度竹田市男女共同参画推進大会 

15:00～（竹田市総合社会福祉センター）※

入場無料

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・第11回川端康成記念講演会 

13:50～（グランツたけた）

・第11回竹田市農業委員会総

会 15:00～（市役所本庁２階

庁議室）

・陽目の里「名水茶屋」休業日・総合健診 8:00-10:00受付（竹田
市総合社会福祉センター）

・豊肥家畜市場〔子牛〕 9:30～せり
開始（豊後豊肥家畜市場）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹
田市立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田
市直入B&G海洋センター体育
館）☎75-3688（温泉利用相談
室）

・グランツたけた休館日・竹田地域秋季火災防御訓練 7:00-8:00
（ナフコ）

・直入地域秋季火災防御訓練 7:00-8:00
・第52回荻地域女子バレーボール大会

9:00～（荻小学校、荻公民館）
・第１回竹田市福祉健康フェスタ 10:00-

15:00（グランツたけた・竹田市体育セン
ター）

・がん患者と家族、サポーターの交流会
「サロンぴぉ～ね」10:00-12:00（竹田医
師会病院）※事前連絡が必要☎0974-
22-0162（豊肥保健所）

・長湯温泉療養文化館「御前湯」休館日

・長湯おんせん市場休業日

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・豊肥家畜市場〔成牛〕9:30～せり開始（豊後

豊肥家畜市場）

・年金相談［完全予約制］ 10:00-15:00（竹田市

高齢者いきいき交流センター）☎097-552-

1211（日本年金機構大分年金事務所）

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-16:00

（大分県行政書士会〔大分市〕）☎097-537-

7089（大分県行政書士会事務局）

・懐かしい道具展 9:00-17:00（竹田創生館）

（～12/23㈪まで）

・グランツたけた休館日 ・竹田地域腹部超音波検査 8:00-10:00受付
（竹田市総合社会福祉センター）☎63-1111
（内線175・176）（保険健康課）※事前予

約必要（検査料3300円）
・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市立図

書館）
・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市直入

B&G海洋センター体育館）☎75-3688（温
泉利用相談室）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹田市総
合社会福祉センター）※要予約（前日午
前中まで）☎63-3346（竹田市心の相談支
援事業所）

・陽目の里「名水茶屋」休業日

・乳児（９～10か月児）健診 

13:15～受付（竹田市総合社

会福祉センター）

・北海道歌旅座「昭和の歌コン

サート」14:00開演（グランツ

たけた）

・第73回竹田市駅伝競走大会 

9:15～開会式 10:00スタート

（竹田市総合運動公園）

・地域の地層、岩石、化石観察

会 9:30開会 ※参加費1000

円 ☎62-4100（竹田創生館）

・第８回やまなみ祭り 10:00～

（社会福祉法人やまなみ福

祉会駐車場）

・第20回たけた竹灯籠「竹楽」 

16:00-21:00（竹田城下町一

円）

・荻の里温泉休館日

・グランツたけた休館日

・竹 田 地 域 腹 部 超 音 波 検 査 

8:00-10:00受付（竹田市総合

社会福祉センター）☎63-1111

（内線175・176）（保険健康

課）※事前予約必要（検査料

3300円）

・竹田地域腹部超音波検査 8:00-10:00

受付（竹田市総合社会福祉センター）

☎63-1111（内線175・176）（保険健康

課）※事前予約必要（検査料3300円）

・おはなしひろば 10:30-11:00（竹田市

立図書館）

・健幸運動教室 13:30-15:00（竹田市

直入B&G海洋センター体育館）☎

75-3688（温泉利用相談室）

竹 田 市 の　 こ よたけたんカレンダー

   12月上旬の主な予定　　   　　　　　　　　※10月24日現在

１日㈰ ・第15回歳末助け合いチャリティーショー

［午前の部］10:00-12:00 ［午後の部］13:00-15:00（グランツ

たけた）

２日㈪ ・【納期限】固定資産税（４期）、国民健康保険税（８期）、介

護保険料・後期高齢者医療保険料（５期）

７日㈯ ・第46回竹田市少年少女駅伝ロードレース大会 9:30～開会式 

9:50スタート（竹田市総合運動公園）

８日㈰ ・総合健診 8:00-10:00受付（竹田市総合社会福祉センター）

☎63-4810（保険健康課）

月
間
・
そ
の
他

　病気の治療を行いながら、仕事を

続けることを支援するセミナーを開

催します。

日時　11月６日㈬　午後１時30分～

会場　大分県医師会館７階

　　　（大分市駄原2892-1）

※入場無料。要事前申し込み。

　・問大分労働局労働基準部健康安

全課　☎097-536-3213

治療と仕事の両立支援セミナー

　県では、「在宅で人生会議をはじめよう～大切な人のための在
宅医療・介護～」をテーマに、在宅医療・介護について知っても
らうためのフォーラムを開催します。
日時　12月21日㈯　午前９時30分～午後４時40分
会場　J：COMホルトホール大分
内容　在宅医療・介護に関する相談・体験・展示ブース、講演、

パネルディスカッション
参加費　無料
申込方法　12月10日㈫までに在宅医療推進フォーラム事務局（や
まおか在宅クリニック内　☎097-545-8008）に申し込み

大分県在宅医療推進フォーラム

農業委員会事務局農地係からのお知らせ　農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月20日です。

（20日が土日の場合は金曜日が締切日となります）　問農業委員会事務局　☎63-4815

文化の日 振替休日

〇間伐推進強化月間（～11/30）

〇子供・若者育成支援強調月間

〇過労死等防止啓発月間

〇児童虐待防止推進月間

〇エコドライブ推進月間

〇公共建築月間・公共建築の日

（11/11）

○冬の省エネキャンペーン

　（～３/31）

　どなたでも自由に受講できま
す。ぜひお気軽にご参加ください。
日時　11月13日㈬　午後３時～
会場　竹田市役所３階会議室
内容　身近な人権
講師　竹下幸喜さん（ほめる教育
研究所）
※受講を希望される方は事前に生
涯学習課（☎63-4817）までご連
絡ください。

人権学習学級

　さまざまなお金の困りごとに、
弁護士や司法書士、多重債務相
談員が無料で相談に応じます。
日時　11月21日㈭　午後１時～

３時
会場　豊後大野市役所内会議室
※相談日の前日までに申し込み。
　・問財務省九州財務局大分財
務事務所　多重債務相談窓口　
☎097-532-7188

お金の困りごと相談会
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商
品
券
購
入
引
換
券
の
交
付
申
請

期
間
は
11
月
30
日
㈯
ま
で
（
当
日
消

印
有
効
）
で
す
。

※
住
民
税
非
課
税
の
方
は
申
請
が
必

要
で
す
。
該
当
と
思
わ
れ
る
方
に
は

８
月
に
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

■
商
品
券
購
入
可
能
期
間

　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮
ま
で

■
商
品
券
使
用
期
間

　

令
和
２
年
３
月
１
日
㈰
ま
で

■
商
品
券
販
売
場
所

　

竹
田
商
工
会
議
所
（
☎
63

－

３
１

６
１
）、
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
久

住
本
所
（
☎
76

－

０
１
５
１
）、
九

州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
荻
支
所
（
☎

68

－

２
２
０
９
）、
九
州
ア
ル
プ
ス
商

工
会
直
入
支
所
（
☎
75

－
２
０
２
０
）

※
営
業
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
で
、
土
・
日
・
祝
日
は
休
み

で
す
。

※
商
品
券
は
2
種
類
あ
り
ま
す
。
竹

田
商
工
会
議
所
販
売
の
商
品
券
は
竹

田
地
域
で
使
用
で
き
ま
す
。
九
州
ア

ル
プ
ス
商
工
会
販
売
の
商
品
券
は
久

住
・
荻
・
直
入
地
域
で
使
用
で
き
ま

す
。

■
商
品
券
利
用
可
能
店
舗　
　

　

竹
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
取

扱
加
盟
店
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
表
示
し

て
い
ま
す
。

問 

社
会
福
祉
課　

☎
63

－

４
８
１

１
／
商
工
観
光
課　

☎
63

－

４
８
０

７

　

11
月
９
日
㈯
か
ら
15
日
㈮
の
間
、

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
期
間
中
は
消
防
団
に
よ
る

火
災
防
御
訓
練
や
消
防
車
輌
に
よ
る

防
火
広
報
を
行
い
、
火
の
用
心
を
呼

び
か
け
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
空
気
が
乾
燥

し
、
暖
房
器
具
等
の
使
用
も
増
え
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
市
で
は
今
年
に
入
り
27
件
の
火

災
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
９
月
末
現

在
）。
出
火
原
因
の
多
く
が
枯
れ
草

等
の
焼
却
中
に
周
囲
に
延
焼
し
、
火

災
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
枯
れ
草
等

を
焼
却
す
る
場
合
は
、
消
防
署
へ
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
各
支

所
や
消
防
署
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
化
と
な
り
、
13
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
設
置
し
て
10
年
以
上
が
経
過
し

て
い
る
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
内

部
の
電
子
部
品
の
劣
化
が
進
ん
で
い

る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

交
換
時
期
を
音
や
光
で
知
ら
せ
て

く
れ
る
機
種
も
あ
り
ま
す
の
で
、
取

扱
説
明
書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
換
時
期
が
表
示
さ
れ
て
い

る
警
報
器
に
つ
い
て
は
、
期
限
ま
で

に
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
の
ほ
と

ん
ど
は
逃
げ
遅
れ
が
原
因
で
す
。
逃

げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

問 

竹
田
市
消
防
本
部
警
防
課

☎
63

－

０
１
１
９

　

市
で
は
、
令
和
２
年
度
に
予
定
し

て
い
る
「
第
８
期
竹
田
市
介
護
保
険

事
業
計
画
」
の
策
定
に
先
立
ち
、
65

歳
以
上
の
市
民
を
対
象
に
「
健
康
と

く
ら
し
の
調
査
」
を
ア
ン
ケ
ー
ト
方

商
品
券

竹
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

の
申
請
を
忘
れ
ず
に

火
災
予
防

２
０
１
９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ 

 

い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

（
交
換
）と
点
検
を
！

介
護
保
険

「
健
康
と
く
ら
し
の
調
査
」へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

11月の

竹田市役所　☎0974-63-1111（代表）
　　荻支所　☎0974-68-2211（代表）        
　久住支所　☎0974-76-1111（代表）
　直入支所　☎0974-75-2211（代表）
◎竹田市公式ホームページ
　http://www.city.taketa.oita.jp/

第15回

歳末助け合いチャリティーショー

第１回たけた農村女子会

　チャリティーショーの益金は歳末たすけ

あい募金と合わせて、地域福祉活動を行う

団体や支援を必要とする方などに配分され

ます。

　自治会や各種団体、福祉団体では現在、

協力券（１枚500円）を販売しています。追

加購入を希望される方は、社会福祉協議会

または社会福祉課でお買い求めください。

　今年は初参加の団体が多数出演しますの

で、ぜひご協力をお願いします。

日時　12月１日㈰　午前の部は10時～ 12

時（入場は９時30分から）、午後の部は１

時～３時（入場は12時45分から）

会場　竹田市総合文化ホール〈グランツた

けた〉

※入場の際は必ず協力券をお持ちください。

当日券（１枚500円）も用意しています。

※駐車場については竹田市総合文化ホール

〈グランツたけた〉をご利用ください。

問 竹田市社会福祉協議会　☎63-1544
　  社会福祉課　☎63-4811

　農林畜産業に関わる竹田市の女性を対象

とした交流会を開催します。農村女性なら

ではの悩みや不安を共有・解決しあえる仲

間と出会える場となるよう、多くの方の参

加をお待ちしています。

日時　12月５日㈭　午後６時～（３時間程度）

会場　天神丸福（竹田市飛田川1638-１）

参加費　３千円（アルコール込）

定員　30人

申込締切　11月27日㈬

※女性限定。年齢・地域・品目問わず、農

林畜産業を仕事とする方、関心がある方な

らどなたでもご参加いただけます。

■申・問  農政課農業振興係　☎63-4805

広報たけた  令和元年11月号 16



たけたんインフォ

式
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。
調
査
対
象

と
な
っ
た
方
に
は
、
11
月
下
旬
に
調

査
票
を
自
宅
に
送
付
し
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
効
果
的
な
介
護
予

防
事
業
の
立
案
と
効
果
評
価
の
た
め

に
行
う
も
の
で
す
。
な
お
、「
調
査

の
目
的
や
調
査
項
目
の
回
答
方
法
等

に
つ
い
て
」
の
問
い
合
わ
せ
先
は
次

の
と
お
り
で
す
。

健
康
と
く
ら
し
の
調
査
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０

－

９
０
０

－

６
７
８
（
フ
リ
ー
コ
ー
ル
※
通
話

料
無
料
）

※
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
発
送
元
は
一
般
社
団
法
人
新
情

報
セ
ン
タ
ー
（
調
査
実
施
に
あ
た

り
委
託
し
た
業
者
で
す
）

問 

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎
63

－

４
８
０
９

　

井
戸
水
・
湧
水
な
ど
を
水
源
と
す

る
給
水
施
設
を
管
理
し
て
い
る
小
規

模
集
落
の
水
道
組
合
等
に
対
し
、
水

源
の
水
量
減
少
や
配
水
施
設
老
朽
化

等
の
問
題
解
決
の
た
め
の
支
援
を
行

う
補
助
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

新
水
源
確
保
（
井
戸
掘
削
の
み
）

　

県
10
分
の
５
、
市
10
分
の
５
、

事
業
費
１
２
０
０
万
円
ま
で

水
源
以
外
（
取
水
施
設
強
化
等
）

　

県
10
分
の
５
、
市
10
分
の
４
・

５
、
集
落
10
分
の
０
・
５
、
事
業

費
１
２
０
０
万
円
ま
で

　

こ
の
事
業
を
利
用
し
、
小
規
模
給

水
施
設
の
整
備
を
希
望
す
る
集
落

は
、
現
状
調
査
が
必
要
で
す
の
で
、

市
民
課
環
境
衛
生
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
は
11
月

22
日
㈮
で
す
。

※
本
事
業
は
大
分
県
主
体
の
た
め
、

県
の
審
査
会
で
困
窮
度
や
緊
急
性
な

ど
を
考
慮
し
、
実
施
集
落
が
決
定
さ

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
整
備
年
度
に
つ

い
て
は
未
定
（
令
和
３
年
以
降
の
着

工
予
定
）
で
す
。

問 

市
民
課
環
境
衛
生
係　

☎
63

－

４
８
２
１

　

ゴ
ミ
を
野
外
で
焼
却
す
る
と
、
煙

や
煤す

す

、
悪
臭
等
に
よ
り
近
隣
の
方
に

迷
惑
を
か
け
る
だ
け
で
な
く
、
有
害

物
質
が
環
境
や
人
体
へ
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。
指
定
さ
れ
た
方
法
以
外

で
の
ゴ
ミ
の
焼
却
は
法
律
で
禁
止
さ

れ
て
お
り
、
違
反
し
た
場
合
は
厳
し

い
罰
則
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

→
ご
み
の
焼
却
・
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
は
、
竹
田
警
察
署
（
☎

63

－

２
１
３
１
）
ま
た
は
市
民
課
環

境
衛
生
係
（
☎
63

－

４
８
２
１
）
へ

　

焼
却
の
例
外
と
し
て
認
め
ら
れ

た
、
農
林
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
や
た
き
火
で
あ
っ
て

も
、
通
常
の
た
き
火
よ
り
煙
が
多
く

出
る
場
合
に
は
事
前
に
届
出
が
必
要

で
す
。

→
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
ま
た
は

火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

の
届
出
は
、
竹
田
市
消
防
署
（
☎

63

－

０
１
１
９
）
へ

　

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
市
民
課

環
境
衛
生
係
（
☎
63

－

４
８
２
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

シ
ロ
ア
リ
の
点
検
と
言
っ
て
来
訪

し
た
事
業
者
に
、
高
額
な
駆
除
契
約

を
さ
せ
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
無
料
で
点
検
さ
せ

て
ほ
し
い
と
訪
問
し
て
く
る
事
業
者

に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
契
約
を
勧

め
ら
れ
て
も
そ
の
場
で
す
ぐ
に
決
め

ず
、
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
周
囲
の
人
も
、
高
齢
者
の
家

に
不
審
な
訪
問
者
が
来
て
い
な
い

か
、
家
の
中
に
見
慣
れ
な
い
封
筒
や

市
民
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

小
規
模
給
水
施
設
水
源
確
保
等

支
援
事
業

野
焼
き（
不
法
焼
却
）は
違
法
で
す

消
費
者
行
政

強
引
な
シ
ロ
ア
リ
駆
除
サ
ー
ビ

ス
に
ご
注
意

さかなクンの

ギョギョッとビックリ!!
お魚講座 ～お魚と海の環境について～

　大分都市広域圏（大分市、別府市、臼杵市、

津久見市、竹田市、豊後大野市、由布市、日

出町）では、プラスチックごみの削減や、リサ

イクル推進のための啓発に取り組んでいます。

　その一環として、プラスチックごみによる海洋汚染や、私たちの身近

な魚を取り巻く環境についての講演会を開催します。

日時　12月21日㈯　午後２時～３時30分

会場　J：COMホルトホール大分（大分市金池南1-5-1）

　　　市民ホール大ホール

入場料　無料

竹田市の定員　30人（申し込み多数の場合は抽選）

申込方法　市民課窓口に設置の申込用紙（竹田市公式ホームページか

らもダウンロード可）を郵送またはＦＡＸ、もしくはメールで、11月

26日㈫（当日必着）までに送付してください。

※電話での申し込みは不可

※応募は１回につき４人まで（重複応募は無効）

※応募及び入場は本人のみ有効

※ 中学生以下は保護者同伴（３歳以下は入場不可）

※ 車いす席、手話通訳、無料託児（０～３歳児

対象）は事前申込が必要（多数の場合は抽選）

当選通知　入場券の発送をもって行います。（12

月６日㈮頃までに発送）

問 市民課環境衛生係

　  ☎63-4821 ／ FAX 63-9582

　  E-mail：kankyou@city.taketa.lg.jp
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さかなクンの
プロフィール
東京都出身、館山市
在住。国立大学法人
東京海洋大学の名誉
博士で客員准教授。
さまざまなお魚の情
報や知識、美味しい
食べ方や環境問題を
知ってもらい、漁業
従事者の皆さまとと
もに明日の漁業を考
えてもらおうと全国
各地で講演を行って
います。



契
約
書
が
な
い
か
な
ど
、
日
頃
か
ら

気
を
配
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
契
約

し
て
し
ま
っ
て
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
少
し

で
も
不
安
に
感
じ
た
ら
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

問 

市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
） 

☎
63

－

４
８
３
４　

※
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
月
～
金
の

平
日
の
み
）
／
大
分
県
消
費
生
活
・

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
ネ
ス
）

 

☎
０
９
７

－

５
３
４

－

０
９
９
９

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
及
び

住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
、
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に

納
付
し
た
保
険
料
全
額
が
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
31
年

１
月
１
日
か
ら
令
和
元
年
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
日
本
年

金
機
構
本
部
か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が

11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
予
定
で
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際

に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領

収
書
）
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

令
和
元
年
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今

年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
の

２
月
上
旬
に
控
除
証
明
書
を
送
付
予

定
で
す
。
な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、

ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族

あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添

付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７

－

５
５
２

－
１
２
１
１

　

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生
活
設
計

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い

た
だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
、
年
金
見
込
額

も
わ
か
り
ま
す
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ

け
ま
す
。

　

令
和
元
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
等
説
明
会
及
び
消
費
税
軽
減
税
率

制
度
の
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

○
荻
・
久
住
・
直
入
地
域
の
源
泉
徴

収
義
務
者
の
方
は
11
月
18
日
㈪
の
午

後
２
時
～
４
時
30
分

○
竹
田
市
（
荻
・
久
住
・
直
入
地
域

以
外
）
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
は

11
月
19
日
㈫
の
午
前
９
時
30
分
～
12

時
及
び
午
後
２
時
～
４
時
30
分

会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

※
説
明
会
の
前
半
の
１
時
間
30
分
は

年
末
調
整
説
明
会
を
行
い
、
後
半
の

１
時
間
は
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

（
一
般
的
な
制
度
周
知
）
の
説
明
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
は
、
飲
食

料
品
の
取
り
扱
い
が
な
い
事
業
者
の

方
や
免
税
事
業
者
の
方
も
対
応
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

同
制
度
の
説
明
会
の
み
の
参
加
も
可

能
で
す
。

問 

竹
田
税
務
署　

☎
63

－

３
１
４
１

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

川
や
海
な
ど
の
汚
れ
の
大
き
な
原

因
は
、
家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
と

言
わ
れ
、
炊
事
や
洗
濯
、
風
呂
等
に

よ
る
生
活
雑
排
水
は
、
生
活
排
水
全

体
の
有
機
汚
濁
（
水
質
を
汚
濁
さ
せ

る
汚
れ
分
：
Ｂ
Ｏ
Ｄ
）
の
う
ち
70
％

以
上
を
占
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
し

尿
も
生
活
排
水
も
ま
と
め
て
高
度
に

処
理
す
る
市
町
村
設
置
型
合
併
処
理

浄
化
槽
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
の
対
象

区
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ
ま
に
は
、

施
設
へ
の
加
入
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

く
み
取
り
式
ト
イ
レ
か
ら
水
洗
ト

イ
レ
へ
、
単
独
浄
化
槽
か
ら
各
排
水

処
理
施
設
及
び
市
町
村
設
置
型
合
併

処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
ぜ
ひ
ご
検

討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
工

事
等
を
行
う
前
に
市
へ
の
申
請
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
上
下
水
道

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⑴
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

　

荻
地
域
は
馬
場
、
桜
町
東
、
桜
町

西
、
桜
町
南
、
桜
町
栄
（
一
部
区
域

外
あ
り
）、
久
住
地
域
は
本
町
、
下

町
、
田
向
町
、
新
町
、
飛
森
、
建
宮
、

年
　
金

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
が
発
行
さ
れ

ま
す 

～
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大

切
に
保
管
を
～

11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」で
す

税
　
金

給
与
所
得
の
年
末
調
整
等
説
明

会
及
び
消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化

槽
等
へ
の
転
換
を
ご
検
討
く
だ

さ
い

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

い
い

み
ら
い
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たけたんインフォ

仲
村
、
道
園
、
阿
蔵
野
、
阿
蔵
野
東

（
一
部
区
域
外
あ
り
）

⑵
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ン
ト
排
水

処
理
施
設　

七
里
分
譲
地
の
一
部

⑶
市
町
村
設
置
型
合
併
処
理
浄
化
槽

⑴
及
び
⑵
を
除
く
区
域

問 

上
下
水
道
課
生
活
排
水
係

☎
63

－

１
１
１
１
（
内
線
１
８
１
・

１
８
５
）

　

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
で
は
、
城

下
町
エ
リ
ア
内
で
空
き
店
舗
を
活
用

し
、
新
た
な
事
業
に
挑
戦
す
る
創
業

希
望
者
に
対
し
て
店
舗
改
修
事
業
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費　

店
舗
改
装
費
（
内

装
・
設
備
・
施
工
工
事
費
）
と
し
、

事
業
の
実
施
に
必
要
な
空
き
店
舗
等

の
内
装
・
設
備
・
施
工
工
事
に
要
す

る
経
費
及
び
当
該
年
度
に
お
い
て
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
撤
去
等

現
状
復
旧
の
た
め
に
支
払
わ
れ
る
経

費
と
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
華
美
な
装
飾
及
び
建
物

そ
の
も
の
の
改
造
、
床
面
積
、
構
造
変

更
を
伴
う
工
事
に
要
す
る
経
費
並
び

に
当
該
店
舗
等
の
資
産
価
値
を
高
め

る
工
事
な
ど
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

補
助
金
上
限
額　

１
件
に
つ
き
１
０

０
万
円
（
た
だ
し
工
事
費
の
３
分
の

２
以
内
）

※
申
請
者
複
数
の
場
合
は
、
当
社
の

規
定
に
基
づ
き
審
査
に
よ
り
決
定
し

ま
す
。

申
請
受
付　

令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

ま
で

問 

ま
ち
づ
く
り
た
け
た
㈱
（
担
当 

児
玉
・
川
本
）   

☎
64

－

０
１
７
５

　

創
業
予
定
者
や
創
業
後
３
年
以
内

の
方
、
後
継
者
、
事
業
承
継
予
定
者

な
ど
を
対
象
と
し
た
創
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

 

第
１
回  

「
起
業
す
る
」
と
は
？ 

日
時　

11
月
13
日
㈬　

午
後
７
時
～

９
時

 

第
２
回  

経
営
に
必
要
な
「
お
金
」

 

の
知
識 

日
時　

11
月
20
日
㈬　

午
後
７
時
～

９
時

会
場　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会
久
住

本
所
（
竹
田
市
久
住
支
所
３
階
）

受
講
料　

無
料

募
集
人
数　

15
人
程
度
（
事
前
申
し

込
み
が
必
要
。
募
集
人
数
に
達
し
次

第
締
め
切
り
）

■申
・

問 

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会　

☎
76

－

０
１
５
１
／
竹
田
商
工
会
議

所　

☎
63

－

３
１
６
１

日
時　

令
和
２
年
２
月
２
日
㈰　

午

前
10
時
～

会
場　

大
分
大
学
（
大
分
市
大
字
旦

野
原
７
０
０
番
地
）

試
験
種
類　

全
類

願
書
の
配
布

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・
大
分
県
消
防
保
安
室

・（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

大
分
県
支
部

受
付
期
間　

電
子
申
請
は
11
月
29
日

㈮
～
12
月
９
日
㈪
、
書
面
申
請
は
12

月
２
日
㈪
～
12
日
㈭

■申
・

問 

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ

ン
タ
ー
大
分
県
支
部
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２

－

12

－

10 

昭
栄
ビ
ル
２
階
） 

☎
０
９
７

－

５

３
７

－

０
４
２
７

対
象
者　

消
防
法
施
行
規
則
第
31

条
の
６
第
６
項
及
び
平
成
12
年
消
防

庁
告
示
第
11
号
に
規
定
す
る
受
講
資

格
を
有
す
る
方

講
習
日　

第
１
種
は
令
和
２
年
２
月

19
日
㈬
～
21
日
㈮
、
第
２
種
は
令
和

２
年
２
月
26
日
㈬
～
28
日
㈮

会
場　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル

大
分
（
大
分
市
金
池
南
１

－

５

－

１
）

創
業
支
援

空
き
店
舗
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
支
援
し
ま
す

創
業
セ
ミ
ナ
ー

試
験
・
講
習

令
和
元
年
度

第
２
回
消
防
設
備
士
試
験

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

令和２年度 おおいた林業アカデミー研修生募集

　県では、林業分野への就職を目指す方や、新たに林業を始めようとす
る方を対象とした「おおいた林業アカデミー」の令和２年度研修生を募
集しています。
研修期間　令和２年４月中旬～令和３年３月中旬（11か月）
研修内容　①林業関係基礎知識、労働安全衛生、②基礎的技能講習、③
施業現地研修等
申込方法　森林ネットおおいたのホームページに掲載している受講申込
書を印刷し、必要事項を記入のうえ、公益財団法人森林ネットおおいた
（〒870-0844　大分市古国府字内山1337-15）に郵送またはご持参くだ
さい。
募集期間　一次募集は12月20日㈮まで、二次募集は令和２年１月20日㈪～２月28日㈮
※研修内容の詳細は、森林ネット大分へお問い合わせいただくか、ホー
ムページをご覧ください。

問 森林ネットおおいた　☎097-546-3009

森林を伐採するときは届出が必要です

　森林法第10条の８により、森林を伐採する場合は伐採の30 ～ 90日
前に「伐採及び伐採後の造林の届出書」の提出が、また、届出をした
森林は伐採後の造林状況を確認した「伐採及び伐採後の造林に係る森
林状況報告書」の提出が森林所有者等に義務づけられています。
届出先及びお問い合わせ先
⑴１ヘクタールを超える伐採や保安林については、大分県豊肥振興局
農山村振興部（☎63-1174）まで。
⑵森林経営計画が立てられた森林については、竹田市森林組合（☎62-

2833）まで。
⑶経営計画外の１ヘクタール未満の森林については、竹田市農政課（☎
63-4805）まで。
⑷面積が１ヘクタールを超える林地開発（森林法第10条の２）は、県
の許可及び市への届出が必要。大分県豊肥振興局農山村振興部（☎63-

1174）及び竹田市市民課環境衛生係（☎63-1111（内線117））まで。
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※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

受
付
期
間　

12
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

受
講
料　

第
１
種
・
第
２
種
の
区
分

ご
と
に
３
万
２
３
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

※
受
講
料
の
ほ
か
、
合
否
判
定
通
知

郵
送
料
84
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
科
目
免
除
の
あ
る
方
は
受
講
料
が

変
わ
っ
て
き
ま
す
の
で
、
当
協
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■申
・

問 

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会　

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３

１
２
５

日
時　

12
月
19
日
㈭

会
場　

大
分
県
教
育
会
館
（
大
分
市

下
郡
４
９
６

－

38
）

受
付
期
間　

11
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮

受
講
料　

６
５
０
０
円

定
員　

80
人

申
込
書
の
入
手
方
法

・
各
消
防
本
部
（
局
）

・ 

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全

協
会

・
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
大
分

県
消
防
設
備
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

■申
・

問 

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備

安
全
協
会
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
３ 

大
分
市
長
浜
町
２

－

12
－

10　

昭
栄

ビ
ル
４
階
）　

☎
０
９
７

－

５
３
７

－

３
１
２
５

 

普
通
第
一
種
圧
力
容
器
取
扱
作
業 

 

主
任
者
技
能
講
習 

講
習
日　

11
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭

受
講
料　

１
万
３
千
円
と
テ
キ
ス
ト

代
２
２
０
０
円

 

小
型
ボ
イ
ラ
ー
特
別
教
育
講
習 

講
習
日　

11
月
25
日
㈪
・
26
日
㈫

受
講
料　

一
般
は
１
万
１
千
円
、　

会
員
は
１
万
円
。
テ
キ
ス
ト
代
９
１

７
円
。

※
会
場
は
い
ず
れ
も
ポ
リ
テ
ク
セ
ン

タ
ー
大
分
（
大
分
市
大
字
皆
春
１
４

８
３

－

１
）

※
申
し
込
み
は
講
習
日
の
１
週
間
前

に
締
め
切
り
ま
す
。

■申
・

問 
一
般
社
団
法
人
日
本
ボ
イ

ラ
協
会
大
分
支
部　

☎
０
９
７

－

５

３
２

－

５
７
４
９　

FAX
０
９
７

－

５
７

４

－

５
８
４
９

 

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

対
象
者　

中
卒
（
見
込
含
む
）
17
歳

未
満
の
男
子

試
験
日　

令
和
２
年
１
月
18
日
㈯

会
場　

大
分
合
同
庁
舎
４
階
（
予
定
）

受
付
期
間　

推
薦
は
11
月
29
日
㈮
ま

で
、
一
般
は
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

ま
で

 

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
） 

対
象
者　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
男

子（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

試
験
日　

11
月
30
日
㈯

会
場　

別
府
駐
屯
地
（
予
定
）

受
付
期
間　

随
時

問 

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　

☎
63

－

３
３
２
０

甲
種
防
火
管
理
再
講
習

ボ
イ
ラ
ー
等
資
格
に
関
わ
る
講
習

募
　
集

令
和
元
年
度 

自
衛
官
募
集

※問い合わせ先で、市外局番が掲載されていない電話番号はすべて（0974）が市外局番となります。

１．公営住宅（９戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
玉来第２団地 ２ 単身可
下矢倉団地 １ 世帯
七里団地 １ 世帯

荻 栄住宅 １ 世帯
久住 さくら住宅Ｃ棟 ４ 単身35歳以下

２．特定公共賃貸住宅（４戸）

地域 住　宅　名 戸数 備　　考

竹田
七里団地Ｅ棟 １ 世帯
七里団地Ｆ棟 １ 単身35歳以下
七里第２団地Ｂ棟 ２ 単身35歳以下

申込方法　竹田市住宅管理センター（市役所建設課横）または
各支所地域振興課に備え付けの入居申込書に必要事項を記入の
うえ、提出してください。　
※入居資格には所得等の条件があります。詳しい内容について
はお問い合わせください。
募集期間　11月５日㈫～ 13日㈬ ※土･日を除く
抽　選　日　11月15日㈮　午前10時～（市役所）
入居指定日　12月16日㈪または令和２年１月10日㈮
※次回の募集月は令和２年２月です。詳細は大分県住宅供給公
社のホームページをご覧ください。
問 竹田市住宅管理センター　☎63-4400

市が保有している土地・建物を一般競争入札で売却します

公営住宅の入居者を募集します

番号 物 件 名 所　　在　　地 地 目 等 数量・実測

④
旧第４分団
第４部格納庫

竹田市大字次倉字瀬ノ口
3616番５

土地（宅地）
建物（２階建）

48.00㎡
延床72.33㎡

入札日時　11月21日㈭ 午前９時～　入札場所　市役所本庁舎２階会議室
参加方法　事前に財政課市有財産経営管理室にお申し込みください。
受付期間　11月11日㈪ 午後５時まで（土・日・祝日を除く）
※現地説明会は設定していませんが、物件確認は事前連絡により受け付けます。
※市税等を滞納している方等は入札に参加できません。
問 財政課市有財産経営管理室　☎63-1111（内線233）
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たけたんインフォ／ふるさと求人情報

対
象

〇
両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０
・
３

未
満
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能

障
が
い
が
高
度
な
幼
児
で
、
拡
大
鏡

等
の
使
用
に
よ
っ
て
も
文
字
等
の
視

覚
に
よ
る
認
識
が
困
難
な
幼
児

〇
視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
他
の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
幼

児〇
知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と

し
、
視
覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
幼

児〇
県
内
に
在
住
し
、
平
成
26
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
29
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
幼
児

出
願
期
間　

令
和
２
年
１
月
６
日

㈪
～
17
日
㈮　

※
出
願
書
類
は
令
和
２
年
１
月
６
日

㈪
か
ら
配
布

入
学
希
望
者
面
談
期
間　

令
和
２
年

１
月
20
日
㈪
～
23
日
㈭
の
午
後
３

時
～
４
時

問 

大
分
県
立
盲
学
校
（
〒
８
７
０

－

０
０
２
６　

大
分
市
金
池
町
３

－

１

－

75
）　

☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２

６
３
８　

FAX
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６

３
６

日
時　

12
月
14
日
～
令
和
２
年
３
月

７
日
（
毎
週
土
曜
日
、
全
10
回
）

会
場　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
（
大
分
市
大
津
町
１

－
９

－

５
）

対
象　

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

（
申
請
中
も
可
）

※
聞
こ
え
に
く
い
た
め
に
手
話
の
学

習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
手
帳
の
な

い
場
合
も
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料
（
資
料
代
と
し
て
８

０
０
円
が
必
要
）

※
講
座
の
内
容
を
文
字
に
書
い
て
ス

ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
要
約
筆
記
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
難
聴
の
方
も
安

心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■申
・

問 

社
会
福
祉
法
人
大
分
県
聴

覚
障
害
者
協
会
（
担
当
・
岐
部
）　

☎
０
９
７

－

５
５
１

－

２
１
５
２　

FAX
０
９
７

－

５
５
６

－

０
５
５
６

E-m
ail

：in
fo

@
to

yo
n

o
ku

n
i.jp

　

大
分
刑
務
所
で
は
、「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し
て
、

大
分
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

11
月
16
日
㈯　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
／
17
日
㈰　

午
前

９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場
所　

大
分
刑
務
所
（
大
分
市
畑
中
）

入
場
料　

無
料
（
駐
車
場
あ
り
）

内
容　

刑
務
所
見
学
ツ
ア
ー
（
先
着

順
）、
矯
正
広
報
、
陶
芸
・
革
製
品

制
作
体
験
、
監
獄
カ
レ
ー
の
試
食
販

売
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
等
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展

示
・
即
売
な
ど
を
予
定

問 

大
分
刑
務
所　

☎
０
９
７

－

５
４

３

－

５
１
７
７

令
和
２
年
度

大
分
県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

講
　
座

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め

の
手
話
講
座

矯
正
展

第
38
回
大
分
矯
正
展

　本市における交流人口拡大を図る

ため、県内初のＱＲ決済を活用した

「ふるさとチョイス電子感謝券サー

ビス」の提供を11月上旬から開始し

ます。

　これまでふるさと納税でお礼品を

出せなかった現地の宿泊施設や飲食

店の利用、特産物等の購入に利用す

ることができ、より多くの寄附金を

地域のために使うことができるよう

になります。

　本市における地域の加盟店舗を順

次拡大していくため、加盟店を募集

します。詳しくは企画情報課ふるさ

と納税担当（☎63-4801）までお問

い合わせください。

①
作
業
員 

２
人 

17

万
円 

②
タ
ク

シ
ー
乗
務
員 

２
人 

13
・
9
～
21
・
4

万
円 

③
林
業
作
業
員 

２
人 

19
・

2

～
24

万
円 

④
塗
装
工 

２
人 

14
・

7
～
23
・
1
万
円 

⑤
養
鶏
作
業
員 

１

人 

17

～
25

万
円 

⑥
医
療
事
務 

１
人 

13
・
7

～
25

万
円 

⑦
携
帯
電
話
販
売

員 

１
人 

14
・
3

～
20
・
3

万
円 

⑧

理
学
療
法
士 

２
人 

21
・
2
～
28
・
7

万
円 

⑨
建
設
機
械
の
洗
浄
・
配
達 

１

人 

18
・
9
万
円 

⑩
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

品
質
管
理 

１
人 

16
・
5

～
19

万
円 

⑪
歯
科
助
手 

１
人 

15

～
17

万
円 

⑫

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者 

１
人 

14
～
20

万
円

〔
パ
ー
ト
求
人
〕
（
時
給
）

⑬
事
務
員 

１
人 

８
０
０
円 

⑭
清
掃

員
及
び
雑
用
係 

１
人 

７
９
０
円 

⑮

保
育
士 

１
人 

９
２
０
円 

⑯
販
売 

３

人 

８
６
０
～
９
６
０
円 

⑰
生
花
販
売

及
び
配
達 

１
人 

８
０
０
～
９
０
０
円 

⑱
夜
勤
専
門
員 

１
人 

８
０
０
～
９
０

０
円 
⑲
野
菜
つ
け
物
工 

３
人 

７
９

０
円 
⑳
清
掃
作
業
員 

１
人 

７
９

０
～
８
２
０
円 
㉑
調
理
員 

１
人 

８

０
０
～
８
７
０
円 
㉒
自
動
車
整
備
士 

２
人 
１
２
０
０
～
１
５
０
０
円 

㉓
営

業
（
店
頭
販
売
） 
１
人 
８
０
０
～
８

５
０
円 
㉔
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 
１
人 

１
４
０
０
円

問 

竹
田
市
ふ
る
さ
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク 

☎
63-

１
１
０
１

※
９
月
30
日
に
大
分
県
豊
肥
振
興
局
隣
の

こ
ど
も
診
療
所
跡
に
移
転
し
ま
し
た
。

地
元
で
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

ふ
る
さ
と
求
人
情
報

ふるさとチョイス

「ふるさと納税電子感謝券」

取り扱い事業者を募集します
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５
年
間
で
４
億
超
の
圧
縮

市
税
等
の
滞
納

滞
納
整
理
に
よ
る
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す

滞
納
整
理
を
進
め
て
い

ま
す

　
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

が
滞
納
に
な
っ
た
場
合
、
納
期
限
か

ら
20

日
以
内
に
督
促
状
を
発
送
し
ま

す
。
督
促
状
を
発
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
10

日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ

の
税
金
を
完
納
し
な
い
場
合
は
、
本

人
へ
の
事
前
連
絡
や
同
意
な
く
、
滞

納
者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
等
の

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
預
貯
金
や
生
命
保
険
、
勤

務
先
へ
の
給
与
支
給
状
況
等
の
財
産

調
査
を
行
い
、
納
税
資
力
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
納
税
し
な
い
方
に
は

　
本
市
で
は
、
平
成
28

年
10

月
に
市
税
等
の
徴
収
業
務
に
特
化
し
た

特
別
収
納
推
進
室
を
税
務
課
内
に
設
置
し
、
滞
納
整
理
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
そ
の
取
り
組
み
に
よ
り
市
税
・
国
保
税
の
滞
納
額
は
、
平
成
25

年

度
に
は
約
６
億
３
千
万
円
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
30

年
度
に
は
約
２

億
２
千
万
円
ま
で
圧
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

５年間で４億超の圧縮

滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
般
的
な
財
産
調
査
で
財
産
が
発

見
で
き
な
い
場
合
に
は
、
強
制
的
に

滞
納
者
の
住
居
等
に
立
ち
入
り
、
財

産
を
探
す
「
家
宅
捜
索
」
を
行
い
ま

す
。

　
ま
た
、
延
滞
金
に
つ
い
て
は
法
等

で
定
め
ら
れ
て
い
る
条
件
以
外
、
減

免
等
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。▼
集
金

は
行
い
ま
せ
ん
。
税
は
自
主
的
納
税

が
原
則
で
す
。▼
過
去
の
税
金
に
つ

い
て
は
一
括
納
付
が
原
則
で
す
。
た

だ
し
、
財
産
調
査
に
よ
り
一
括
納
付

が
厳
し
い
と
判
断
し
た
場
合
は
、
原

則
１
年
（
条
件
に
よ
っ
て
は
最
長
２

年
以
内
）
の
分
割
納
付
に
変
更
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
分
納
誓
約
を
遵

守
し
て
い
て
も
、
財
産
を
発
見
し
た

場
合
は
差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。

納
税
で
き
な
い
理
由
に

な
り
ま
せ
ん

【
地
方
税
法
第
14

条 

税
金
は
全
て

の
債
務
に
優
先
す
る
】

　
住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
な
ど
の
自
己

の
資
産
形
成
を
優
先
し
て
、
税
金
を

後
回
し
に
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
ロ
ー
ン
は
総
収
入
か
ら
生
活
費

や
税
、
保
険
料
な
ど
を
差
し
引
い
た

金
額
で
組
む
べ
き
で
す
。
債
務
整
理

な
ど
収
支
の
見
直
し
を
し
て
く
だ
さ

い
。

事
情
の
あ
る
方
は
納
付

相
談
を

　
病
気
や
リ
ス
ト
ラ
等
に
よ
る
失

業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
や
む
を
得
な

い
理
由
で
一
時
的
に
税
金
を
納
期
内

に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
納

期
内
に
税
務
課
特
別
収
納
推
進
室
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
生
活
状
況
な
ど
を
聴
き
取
っ
た
う

え
で
、
一
定
の
条
件
に
該
当
す
れ
ば

徴
収
の
猶
予
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
虚
偽
の
申
し
出
や
納
付

計
画
を
守
ら
ず
に
不
履
行
に
な
っ
た

場
合
は
、
滞
納
処
分
の
対
象
に
な
り

ま
す
。

問 

税
務
課
特
別
収
納
推
進
室

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
１
９
３
〜

１
９
６
）

安
心
・
便
利
な
口
座
振

替
を

　
平
成
30

年
度
の
実
績
で
は
、
年
間

約
１
万
６
千
通
の
督
促
状
を
送
付
し

て
お
り
、
約
１
３
０
万
円
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。
納
期
内
に
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
多
く
の
経
費

節
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
税
の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
納
期
ご

と
に
納
め
に
行
く
時
間
や
手
間
が
か

か
ら
な
い
口
座
振
替
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
は
簡
単
。
振
り
替
え
を

始
め
た
い
納
期
限
の
前
月
15

日
ま
で

に
通
帳
と
届
出
印
を
持
っ
て
市
内
の

金
融
機
関
、
市
役
所
税
務
課
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問 

税
務
課
管
理
係
　
☎
63-

１
１
１

１
（
内
線
１
２
１
・
１
２
２
）

6,000

万円％

差押額 微収率（一般税） 微収率（国民健康保険税）

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
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4億円超の圧縮
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2019年11月５日（火）からスタート！

住民票・印鑑証明書・マイナンバーカードに

旧姓（旧氏）が併記できるようになります

竹田市オリジナル

婚姻届ができました！

住民票に旧姓を併記するための請求手続きが必要です。住民票に旧姓が併記

されると、印鑑証明書やマイナンバーカード、公的個人認証サービスの署名

用電子証明書にも旧姓が併記されます。

　婚姻するお二人に祝福の思いを込めて、本市オリジナルの婚姻

届を作成しました。特産品のカボスや国指定史跡「岡城跡」など

を描いた優しいデザインとなっています。市民課及び各支所に用

意していますので、ぜひご利用ください。

問 市民課市民係　☎63-4804

　旧姓併記についての詳細は、総務省ホームページ

をご覧いただくか、市民課市民係（☎63-4804）

までお問い合わせください。

住民票にも

旧姓（旧氏
）欄が！

名
氏

氏
旧

所
　
　
　
　
住

女
　
　
　
男

主
　
帯
　
世

柄
　
　
続

明 大 昭 平 令

年　月　日　生
番号　花子

○ ○

○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

ばん  ごう はな  こ

○○  ○○

氏 名 番号 太郎 

住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 4月 1日生 2025年 4月 1日まで有効

性別 男

旧氏　□□　令和元年11月5日

氏 名  子花 ］○○［ 号番

住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 3月31日生 2025年3月31日まで有効

性別 女

※様式例

マイナンバーカードに

旧姓（旧氏）が併記されることで、

旧姓が各種証明に使えます！

カードをお持ちの方は
追記欄に旧姓が

追記されます（記載例）

旧姓！
ここに

入ります！

旧姓！
ここに

入ります！

こんな
ときに！

契約書

保険・携帯電話の
契約や銀行口座が
旧姓のまま
引き続き使えます!

就職・転職時など、
仕事の場面でも
旧姓で本人確認が
できます！

こんな
ときに！

氏 名  子花 ］○○［ 号番

住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 3月31日生 2025年3月31日まで有効

性別 女

氏 名 番号 太郎 

住 所 ○○県□□市△△町◇丁目◎番地▽▽号

平成元年 4月 1日生 2025年 4月 1日まで有効

性別 男

旧氏　□□　令和元年11月5日

旧姓（旧氏）併記は

こんなときに役立ちます!

旧姓（旧氏）を

併記するためには

旧姓が記載された

戸籍謄本等を用意しましょう

入手方法は２種類！

①本籍地の市区町村に請求

②郵送で取り寄せる

用意ができたら

提出しよう！
用意した戸籍謄本等と一緒に

マイナンバーカード（通知カード）を

持って、現在お住まいの

市区町村へ行こう！

戸籍謄本戸籍謄本
戸籍謄本

旧氏とは？

旧姓は1人に1つだけ

つけられるよ！

「旧氏（きゅううじ）」とは、その人の過去の戸籍上の氏のことです。

氏はその人に係る戸籍、または除かれた戸籍に記載がされています。

桜の岡城、みずみずしいカボスが描かれた優しいデザインの婚姻届です→
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休日・夜間の在宅当番医院／市民が主役！健康一直線

小児科外来休日当番医院

問豊後大野市民病院（☎0974-42-3121）／みやわき小児科（☎0974-24-0230） 
　三重東クリニック（☎0974-22-6333）／竹田市立こども診療所（☎63-3838）

当番日 医　療　機　関

受付時間　8:30～11:30（こども診療所は9:00～12:00）

診療時間　9:00～12:00（三重東クリニックは8:30～12:00）

受診時の注意 当番医療機関についてはやむを得ず変更になる場合がありま

す。あらかじめ当番医療機関または竹田市消防署(☎63-0119)に電話でご確

認ください。また、院外薬局が休みの場合には、あらかじめ用意された約束

処方となることがあります。なお、毎月の当番表については、「おおいた医

療情報ほっとネット」で公開しています。

※診療時間　9：00～12:00（受付11:30まで）

※診療時間を確認のうえ、受診してください。

※当番医の情報については、大分県歯科医師会のホームページでも確認すること

ができます。 

歯科休日当番医院

当番日 医　療　機　関 電話番号

11／　３㈰

11／　４㈪

11／10㈰

11／17㈰

11／23㈯

11／24㈰

12／　１㈰

12／　８㈰

久住加藤医院　歯科診療部

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

ふじさわ歯科医院

竹下歯科医院

歯科筑紫医院

長湯ごとう歯科

竹田市荻歯科診療所

☎76-0008

☎75-3001

☎68-3263

☎64-1118

☎62-2662

☎76-0024

☎75-3001

☎68-3263

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

みやわき小児科

豊後大野市民病院

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

みやわき小児科・三重東クリニック・竹田市立こども診療所

豊後大野市民病院

11／　２㈯

11／　３㈰

11／　４㈪

11／　９㈯

11／10㈰

11／16㈯

11／17㈰

11／23㈯

11／24㈰

11／30㈯

12／　１㈰

12／　７㈯

12／　８㈰

11月の休日及び夜間の在宅当番医院

当番日 医療機関 電話番号 当番日 医療機関 電話番号

受付時間　平日夜間　18：00～21：00　土曜日　13：00～21：00

　　　　　日曜、祝日　9：00～21：00

　　　　　※23日㈯は 9：00～21：00

注意事項

・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもらう

ようお願いします。

・当番医は、やむを得ず変更される場合があります。必ず事前に

症状などを電話で連絡したうえで受診してください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

・原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科外来休日

当番病院を受診してください。

※当番医の情報については、変更になる場合があります。最新の

情報は、ケーブルテレビのデータ放送「休日当番医」をご覧い

ただくか、竹田市消防署（☎ 63-0119）でも確認できます。

　
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

の
推
進
役
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
組
織
で
す
。
４
支
部

あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
荻
と
久
住
の

会
を
紹
介
し
ま
す
。

 

荻
支
部 

コ
ス
モ
ス
会

　
会
員
21

名
で
荻
地
域
を
中
心
に
、

和
気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
の
ひ
と
つ
、「
荻
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
（
11

月
３
日
㈰
）」

を
紹
介
し
ま
す
。

　
長
年
、
鶏
め
し
入
り
の
お
弁
当
を

作
っ
て
好
評
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
災
害
に
備
え
て
、
災
害

食
体
験
を
行
い
ま
す
。
ポ
リ
袋
を

使
っ
て
ご
は
ん
が
炊
け
る
こ
と
を
、

皆
さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
？ 

災
害
時
、

普
段
の
よ
う
に
調
理
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
、
ポ
リ
袋
と
鍋
と
水
が
あ

れ
ば
調
理
で
き
る
方
法
で
す
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
に
来
て

一
緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

 

久
住
支
部 

み
つ
わ
会

　
会
員
37

名
で
久
住
地
域
を
中
心

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
に
、
健
診

時
の
元
気
茶
屋
や
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ

ル
で
の
食
事
づ
く
り
、
地
区
で
の
料

理
教
室
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
配
食
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
毎
年
高
齢

者
を
対
象
に
12

月
に
お
せ
ち
料
理
、

３
月
に
お
ひ
な
料
理
の
配
食
を
社
協

の
協
力
の
も
と
行
っ
て
い
ま
す
。
お

せ
ち
は
新
年
の
願
い
を
込
め
た
料

理
、
お
ひ
な
は
季
節
に
合
わ
せ
た
桃

の
節
句
の
料
理
で
、
会
員
が
心
を
込

め
て
作
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
好
評

で
、
配
食
時
に
は
と
て
も
喜
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
の
方
の
健

康
づ
く
り
を
食
の
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

市
で
は
毎
年

会
員
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
保
険
健
康
課
　
☎
63-

４
８
１
０

↑みつわ会の「おせち配食サービス」

第10回　竹田市食生活改善推進

協議会　荻・久住の巻

市民が主役！

健康一直線

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

㈰

㈪

㈫

㈬

㈭

㈮

㈯

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-2304

63-3241

64-7777

63-3241

63-2083

76-0008

63-2270

75-2222

64-7777

63-3241

63-2270

63-2006

63-2083

63-3387

64-9000

竹田医師会病院

大久保病院

柚須医院

志賀内科

秦医院

竹田診療所

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

志賀内科

道全内科

柚須医院

古島眼科

竹田医師会病院

くどう循環器科・内科

竹田医師会病院

大久保病院

竹田医師会病院

志賀内科

久住加藤医院

道全内科

伊藤医院

大久保病院

竹田医師会病院

道全内科

加藤内科医院

志賀内科

須小耳鼻咽喉科

竹田クリニック

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

63-3241

64-7777

63-2016

63-2083

63-2246

62-4014

63-3241

64-7777

63-3241

63-2270

63-2083

63-2270

63-2016

63-2407
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□□□□□□□□□□

今月の読み聞かせ

開館のご案内

他280冊ほど入りました。

新刊のご案内

【一般書】

・ナポレオン第１巻、第２巻［集英社］

・落日［角川春樹事務所］

・カッコウの微笑み［双葉社］　　

・万波を翔る［日本経済新聞出版社］

・魔の山（上・下巻）［岩波文庫］

・死にゆく者の祈り［新潮社］

・まちの居場所 ささえる／まもる／そだてる/つなぐ

　［鹿島出版会］

・川口由一自然農　完全版［学研プラス］

・もっと知りたい岸田劉生［東京美術］

・未来の国宝・ＭＹ国宝［小学館］

・ポケット六法　令和２年版［有斐閣］

　

【児童書】

・どうぶつぱんぱん［白泉社］　　　　

・アーサー王の世界４［静山社］

・たたたん　たたたん［童心社］

・おじいちゃんの小さかったとき［福音館書店］

・しぶがき　ほしがき　あまいかき［福音館書店］

・ごみ育　日本一楽しいごみ分別の本［太田出版］

・こども六法［弘文堂］　

　

【郷土の本】

・句集　白牡丹

佐藤　賢一

湊　かなえ

福田　和代

木内　昇

トーマス・マン

中山　七里

日本建築学会

川口　由一

蔵屋　美香

山下　裕二

佐伯　仁志、大村　敦志

ザ・キャビンカンパニー

斉藤　洋

内田　麟太郎　文／西村　繁男　絵

塩野　米松　文／松岡　達英　絵

石川　えりこ

滝沢　秀一

山崎　聡一郎　著／伊藤ハムスター　イラスト

阿部　寿岳　本阿弥書店

　秋も深まってきました。11月は霜月、８日には

立冬を迎えます。日暮れもとても早くなり、 ぐん

と夜の長さを感じる頃となりました。さあ、秋の

夜長には読書です。本があなたを待っています。 

　ぜひ図書館にお出かけください。皆さまのお越

しをお待ちしています。

　音楽家であり、映像作家の著者が32歳だっ

たあの日から39歳になる手前まで、生まれ

育った新興住宅地から山の谷間の小さな村へ

引っ越ししたことを転機に、目まぐるしく変わ

る自然や心豊かな人たちに囲まれた幸せな暮

らしの日々を綴っています。６章で構成されて

いますが、どこからでも読んでみてください。

　まるでピアノを弾くように、歌をうたうよう

に言葉が満ち溢れたエッセイ集です。

おはなしひろば　　　　　　毎週火曜日 午前10時30分～11時　おはなしひろば

おはなしルーム　　　　　　11月 ７日㈭ 午後２時～２時30分　竹田幼稚園

　　　　　　　　　　　　　11月14日㈭ 午後２時～２時30分　南部幼稚園

たけのこ文庫のおはなし会　11月 ９日㈯ 午後３時～３時30分　おはなしひろば

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

竹田市立図書館（TEL&FAX 63-1048）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 月曜日・第４金曜日

荻駅交流館図書室（TEL&FAX 68-2200）

　開館時間 午前10時～午後６時　休館日 土・日・祝日等

久住図書室（TEL 76-0717 FAX 76-0724）

直入図書室（TEL 75-2211 FAX 75-2217）

　開館時間 午前８時30分～午後５時　休館日 土・日・祝日等

司書おすすめの一冊

「こといづ」

高木　正勝　　木楽社　

　まつぼっくりのびっくりなひみつがわ

かるよ！まつのたねを見たことがありま

すか？この本を読んでみんなもまつぼっ

くりを拾って実験してみましょう。ちい

さなかがくのとも11月号の絵本です。

　科学絵本はいろんなふしぎがいっぱ

いです。ぜひ読み聞かせに一冊加えて

みてください。

「びっくり　まつぼっくり」

多田　多恵子　文／堀川　理万子　絵　　福音館書店

「宇宙の終わりって
　　　　　　どうなるの？」

佐藤　勝彦　監修　　誠文堂新光社

児童書

11月

「廉太郎ノオト」

谷津　矢車　　中央公論新社

イチオシ
の一冊

一般書

　子供の科学★ミライサイエンスシリーズの

最新刊。未来を生きる子どもたちのために科

学のお話を紹介していくシリーズです。この

本は地球や月が生まれたときの様子、地球生

命の歴史、太陽系の素顔、天の川銀河の秘

密、ビッグバンから数千億年先の宇宙の未来

までわかりやすく解説した一冊です。

　歴史小説作家の谷津矢車が、竹田が誇る天

才作曲家瀧廉太郎の青春物語を刊行しまし

た！竹田での小学校時代や親友・鈴木毅一と

の出会い、岡城での一場面、遺作「憾」と鈴

木毅一の関係など、タイムリーな内容の小説

です。荻・久住・直入図書室にも購入しまし

た。ぜひ手に取って読んでみてください。

　　　　　

今月から
始めました！

読み
聞かせに

おすすめの
１冊
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市長コラム

〈第122回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有

由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま

れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が

働くからであるという意味です。

←川端康成が愛蔵した文人た

ちの書が紹介されている、

水原園博氏の最後の著書

「川端康成と書」

↑水原園博氏

畏
友

　水
原
園
博
氏
の
死
を
悼
む

　竹
田
市
と

　
も
う
９
年
近
く
前
に
な
る
。
私
は
生
涯
を
通
じ

て
お
付
き
合
い
を
す
る
こ
と
に
な
る
一
人
の
男
と

出
会
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
男
の
名
前
は
水
原
園

博
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を

受
賞
し
た
川
端
康
成
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
な
ど
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
実
績
で
全
国
的
に
高
い
評
価

を
受
け
て
き
た
俊
才
だ
。

　
実
は
、
彼
は
今
年
の
10
月
５
日
に
72
歳
の
人
生

を
閉
じ
た
。
大
腸
が
ん
を
予
知
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
死
の
恐
怖
に
目
を
つ
ぶ
り
、
寸
暇
を

惜
し
ん
で
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
完
璧
な
仕
事

を
遂
行
し
よ
う
と
し
て
、
つ
い
に
倒
れ
た
の
だ
っ

た
。

　
死
の
半
年
前
、
岐
阜
で
行
わ
れ
た
『
川
端
康
成

と
東
山
魁
夷
展
』
を
観
て
、
夜
は
彼
の
友
人
も
交

え
て
食
事
会
を
楽
し
ん
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
余
り

に
も
早
い
病
魔
の
仕
業
に
驚
く
間
も
な
か
っ
た
。

　
さ
て
。
文
豪
川
端
康
成
が
昭
和
27
年
と
28
年
に

取
材
旅
行
を
兼
ね
て
久
住
高
原
か
ら
竹
田
市
を
訪

れ
た
こ
と
を
私
は
知
っ
て
い
た
。
川
端
を
そ
の
気

に
さ
せ
た
の
が
、
春
陽
会
の
画
家
高
田
力
蔵
で

あ
っ
た
。

　
高
田
は
大
分
県
か
ら
の
依
頼
で
、
完
成
し
た
芹

川
ダ
ム
の
絵
葉
書
を
描
く
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
機

会
に
長
湯
に
長
期
滞
在
し
、
そ
し
て
く
じ
ゅ
う
連

山
の
美
し
さ
に
惚
れ
込
ん
だ
。

　
そ
の
時
描
い
た
連
作
の
作
品
群
に
こ
れ
ま
た
惚

れ
込
ん
だ
の
が
友
人
川
端
康
成
だ
っ
た
。
川
端
は

高
田
の
描
い
た
風
景
が
見
た
く
て
山
越
え
で
竹
田

の
城
下
町
ま
で
旅
を
し
、
小
説
千
羽
鶴
の
続
編
を

構
想
し
た
の
だ
。
そ
の
時
、
竹
田
高
校
で
講
演
を

し
た
が
、
若
き
高
校
生
た
ち
に
と
っ
て
忘
れ
が
た

い
講
演
会
に
な
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ

の
感
動
を
い
ま
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
と
私
が
市

長
就
任
直
後
の
平
成
21
年
か
ら
始
め
た
の
が
川
端

康
成
記
念
講
演
会
だ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
。
川
端
と
久
住
・
竹
田
の
縁
を
明
ら

か
に
し
て
く
れ
た
の
が
水
原
氏
だ
っ
た
が
、
そ
の

基
点
に
な
っ
た
の
が
大
阪
茨
木
市
に
あ
る
川
端
康

成
文
学
館
だ
っ
た
。
水
原
氏
は
そ
こ
で
竹
田
市
の

こ
と
や
高
田
力
蔵
画
伯
と
の
縁
を
知
る
こ
と
に
な

る
。
そ
し
て
、
私
た
ち
を
結
び
つ
け
て
く
れ
た

キ
ー
マ
ン
は
館
長
の
田
中
洋
子
さ
ん
だ
っ
た
。「
由

布
院
方
面
に
出
か
け
る
の
な
ら
、
川
端
と
縁
の
あ

る
竹
田
市
を
訪
れ
て
み
た
ら
」
と
提
案
し
て
く
れ

た
の
で
あ
る
。

　
運
命
と
は
奇
遇
で
あ
る
。
そ
の
後
、
茨
木
市
と

竹
田
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
治
め
た
城
主
の
親

子
関
係
を
基
軸
に
し
て
歴
史
文
化
姉
妹
都
市
の
締

結
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
う
し
て
、
水
原
氏
と
私
は
邂
逅
す
る
に
至
っ

た
。
平
成
23
年
の
こ
と
だ
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
と
の
縁
を
花
開
か
せ
て

　
こ
こ
か
ら
私
た
ち
は
急
接
近
し
て
い
く
。
平
成

24
年
、
あ
の
岡
藩
城
下
町
４
０
０
年
祭
を
開
催
し

た
頃
に
は
水
原
氏
の
橋
渡
し
に
よ
っ
て
、
私
た
ち

は
川
端
康
成
記
念
会
の
理
事
長
で
あ
る
川
端
香
男

里
先
生
と
も
強
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
く
。

　
そ
の
お
陰
で
、
記
念
会
か
ら
国
宝
『
凍
雲
篩
雪

図
』
を
借
り
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
竹
田
市
に

と
っ
て
は
初
の
国
宝
展
示
が
叶
っ
た
の
で
あ
っ

た
。

　
そ
の
後
も
川
端
家
は
も
ち
ろ
ん
、
川
端
記
念
会

の
お
力
添
え
が
続
く
こ
と
に
な
り
、
昨
年
の
国
民

文
化
祭
で
は
『
美
し
い
日
本
』
を
テ
ー
マ
に
据
え

た
文
化
事
業
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
す

べ
て
、
水
原
氏
が
導
い
て
く
れ
た
「
文
化
と
歴
史

の
道
」
で
あ
っ
た
。

　
水
原
氏
が
文
字
通
り
命
を
削
っ
て
刊
行
し
た
本

が
あ
る
。「
川
端
康
成
と
書
―
文
人
た
ち
の
墨
跡
」

が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
川
端
が
愛
蔵
し
た

多
く
の
文
人
た
ち
の
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
あ
と
が
き
の
最
後
に
水
原
氏
は
こ
う

記
し
た
。

　
「
良
い
言
葉
に
出
会
う
と
自
分
の
い
の
ち
を

拾
っ
た
思
い
が
す
る
」
と
。
さ
ら
に
こ
う
続
く
。

「
人
生
に
お
け
る
贅
沢
は
た
っ
た
ひ
と
つ
し
か
な

い
。
そ
れ
は
邂
逅
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。

　
彼
と
の
邂
逅
は
、
私
の
人
生
に
と
っ
て
も
最
も

大
切
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

　
あ
ら
た
め
て
、
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
る
。

み
ず
は
ら
そ
の

ひ
ろ

り

か
　
お

か
い
こ
う
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人権シリーズぬくもり／婚活コラム ほか

キ リ ト リ セ ン

キ

リ

ト

リ

セ

ン

※この券を切り取り、登城の際に料金所に提出してく

ださい。１枚につき、１家族が無料で観覧できます。

まちづくり文化財課　☎63-4818　

国指定史跡　岡城跡

家族無料観覧券

人
権シリーズ　No.55

11月は児童虐待

防止推進月間です

　
全
て
の
子
ど
も
は
、「
児
童
の
権

利
に
関
す
る
条
約
」
の
精
神
に
の
っ

と
り
、
適
切
な
養
育
を
受
け
、
健

や
か
な
成
長
・
発
達
や
自
立
が
図

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
保
障
さ
れ
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す
児

童
虐
待
の
防
止
は
社
会
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

児
童
虐
待
と
は
、

①
身
体
的
虐
待

　
殴
る
、
蹴
る
、
叩
く
、
投
げ
落
と

す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、
や
け
ど
を

負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ
せ
る
な
ど

②
性
的
虐
待

　
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性
的
行

為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
の

被
写
体
に
す
る
な
ど

③
ネ
グ
レ
ク
ト

　
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を
与
え

な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動

車
の
中
に
放
置
す
る
、
重
い
病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い

な
ど

④
心
理
的
虐
待

　
言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、
き
ょ

う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱
い
、
子
ど

も
の
目
の
前
で
家
族
に
対
し
て
暴
力

を
ふ
る
う
（
Ｄ
Ｖ
）
な
ど

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
、
お
住
ま

い
の
市
ま
た
は
児
童
相
談
所
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
児
童
相
談
所
全
国

共
通
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
８
９
」
へ
か
け

る
と
、
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相

談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
相

談
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

問 

人
権
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課

☎
63-

４
８
２
０

「人権特設なんでも相談所」を開設します
　心配ごと、困っていること、何か心に引っかかること

があれば、お気軽にご相談ください。相談は無料で、秘

密は固く守られます。

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

　ぜひ、話を聞かせてください。人権擁護委員や法務

局職員がどうすれば解決できるか一緒に考えます。秘

密は守ります。

日　　時　11月18日㈪～ 24日㈰（平日は午前８時30分

～午後７時、土・日曜は午前10時～午後５時）

相談電話　☎0570-070-810

　　　　　（全国共通／大分地方法務局）

相談内容　夫やパートナーからの暴力、職場でのセク

シャルハラスメント、つきまとい（ストー

カー）、その他の人権問題

問 大分地方法務局人権擁護課　☎097-532-3368 

　大分地方法務局では、平日の午前８時30分から午後

５時15分まで、「女性の人権ホットライン」専用電話

（☎0570-070-810）または面談にて、常時相談に応じ

ていますので、お気軽にご相談ください。

相談時間　午前10時～午後３時     

相  談  員　人権擁護委員      

問 竹田人権擁護委員協議会・大分地方法務局竹田支局

　  ☎62-2315

地 域

竹田

荻

久住

直入

　　　　　会　場

竹田市総合社会福祉センター

荻支所

久住公民館

直入公民館

　期　日

12月５日㈭

12月４日㈬

12月６日㈮

12月４日㈬

　
婚
活
と
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の
相

性
が
と
て
も
い
い
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
ま
し
た
。
10
月
６
日
に
ボ
イ
ボ
イ

キ
ャ
ン
プ
場
（
久
住
町
）
で
行
わ
れ

た
「B

IG
D

A
Y
 C

A
M

P
 M

A
R
K
E
T

2
0
1
9

」
と
コ
ラ
ボ
し
て
、
高
原
の

フ
ェ
ス
婚
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
集
客
期
間
は
約
２
週
間
と
短

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
っ
と
い

う
間
に
定
員
の
30
名
が
満
席
に
。

慌
て
て
人
員
確
保
し
て
50
名
ま
で

増
枠
し
ま
し
た
。

　
当
日
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
い
つ

も
以
上
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
過
ご
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
音

楽
、
食
べ
物
、
ド
リ
ン
ク
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
婚
活
単
体
で
は
決
し
て

用
意
で
き
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
と
数
の

コ
ン
テ
ン
ツ
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
話
が
盛
り
上
が
れ
ば
話
せ
ば
い

い
し
、
ち
ょ
っ
と
詰
ま
っ
て
し
ま
っ

た
時
に
は
、
ぶ
ら
ぶ
ら
と
歩
け
ば
、

話
の
ネ
タ
が
落
ち
て
い
る
。
と
て
も

出
会
い
の
場
に
適
し
た
シ
チ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
で
し
た
。

　
結
果
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
は
８
組
16

名
、
連
絡
先
交
換
の
カ
ー
ド
の
提

出
も
多
く
、
集
計
時
間
を
大
幅
に

延
長
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
側
か
ら
も
、
約
50
名
の

送
客
を
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
で
、
ま

さ
に
一
石
二
鳥
。
今
後
、
婚
活
単
体

で
は
な
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
の

コ
ラ
ボ
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た

い
な
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
お
祭
り

の
準
備
か
ら
男
女
が
参
加
す
る
形

も
よ
い
の
で
は
？

竹
田
え
ん
む
す
び
は
コ
チ
ラ
か
ら

↓h
ttp

://ta
ke

ta
-e

n
.in

fo
/

竹
田
の
婚
活
を〝
の
ぞ
き
見
〞コ
ラ
ム
⑫

婚
活
と
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ラ
ボ
で
、
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
続
出

竹
田
え
ん
む
す
び
公
式
サ
ポ
ー
タ
ー

合
同
会
社
ｆ
ｕ
ｆ
ｕ 

代
表

　
　
　
　
　
　
　
市
原
　
史
帆

山
の
美
し
さ
に
惚
れ
込
ん
だ
。

結
を
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

年
の
こ
と
だ
。

い
。
そ
れ
は
邂
逅
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

大
切
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。

い
ち
は
や
く



キ リ ト リ セ ン

キ

リ

ト

リ

セ

ン
  
有効期間

令和元年

11月９日㈯～

12月８日㈰まで

秋の岡城へぜひお越しください！

国指定史跡　岡城跡

家族無料観覧券

広
報
た
け
た

N
o

.176　
令

和
元

年
11月

1日
発

行
　

■
発

行
／

竹
田

市
　

〒
878-8555 大

分
県

竹
田

市
大

字
会

々
1650　

TEL 0974-63-1111　
■

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

〔
U

R
L〕

h
ttp

://w
w

w
.city.taketa.o

ita.jp

■
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
E-m

ail  taketa@
city.taketa.lg

.jp
　

■
編

集
／

総
務

課
秘

書
広

報
係

　
TEL 0974-63-1043　

FA
X

 0974-63-0995　
■

印
刷

／
佐

伯
印

刷
㈱

ムラサキセンブリ（リンドウ科）
阿孫  久見

第176回 郷土の植物
（367）

　
低
地
か
ら
低
山
地
の
日
あ
た
り

の
い
い
草
地
に
生
育
す
る
高
さ
50

㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で
す
。
茎
は
四

角
形
で
太
く
暗
紫
色
を
帯
び
、
上

部
で
枝
分
か
れ
し
ま
す
。
根
は
黄

色
で
苦
み
は
強
い
で
す
が
、
薬
用

に
は
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
多
く
つ
く
対
生
で
全
縁
の
先
の

と
が
っ
た
葉
は
細
い
線
状
披
針
形

で
、
長
さ
４
㌢
、
幅
が
７
㍉
ほ
ど

で
す
。

　
秋
の
頃
、
茎
頂
や
葉
柄
に
円
錐

状
に
淡
紫
色
の
深
く
５
裂
す
る
径

３
㌢
ほ
ど
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

花
弁
に
は
濃
紫
色
の
筋
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
花
弁
の
基
部
に
は
楕
円

形
の
蜜
腺
（
蜜
を
分
泌
す
る
器
官
）

が
２
個
ず
つ
あ
り
、
毛
が
生
え
て

い
ま
す
。
雌
し
べ
の
花
柱
（
子
房

と
受
粉
す
る
柱
頭
と
の
中
間
部
）

は
太
く
て
短
い
で
す
。

　
和
名
の
由
来
は
花
が
ム
ラ
サ
キ

で
セ
ン
ブ
リ
は
昔
か
ら
健
胃
薬
と

し
て
利
用
さ
れ
、
非
常
に
苦
く
１

０
０
０
回
振
り
出
し
て
も
苦
い
こ

と
か
ら
紫
千
振
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
三
宅
山
や
く
じ
ゅ
う

山
系
の
草
地
、
祖
母
山
系
の
尾
根

筋
で
ご
く
稀
に
観
察
さ
れ
る
個
体

の
少
な
い
植
物
で
す
。
大
分
県
の

絶
滅
危
惧
種
。
花
期
は
10
月
か
ら

11
月
で
す
。

　ハウス付きの自作リヤカーを引き、全

国を旅している新潟県上越市の佐藤晴

志さん（67歳）が竹田入りしています。

　ハウスの中で寝泊まりをしながら、こ

れまで25府県約７千キロを歩いてきた

佐藤さん。日焼けした顔で「夏場は川に

入って涼を取った」と明るく話します。

旅先では特技の庖丁研ぎで出会った人との交流を深めていて、「竹

田は城下町の雰囲気がよく、人が優しい」。

　今後は南九州を目指し、旅を続けるそうです。

リヤカー引き、出会い楽しむ

↑リヤカーを引き、全国を巡っ
ている佐藤晴志さん

く
き

し

か
く 

け
い

ふ
と

た
い
せ
い

け
い
ち
ょ
う

じ
ょ
う

た
ん  

し
し
ょ
く

れ
つ

か  

べ
ん

の
う  

し
し
ょ
く

す
じ

き
　
ぶ

だ  

え
ん

け
い

み
つ
せ
ん

ぶ
ん
ぴ
つ

き  

か
ん

め

ち
ゅ
う
と
う

け
ん  

い  

や
くお

　
ね

ま
れ

す
じ

ぜ
つ
め
つ  

き
　
ぐ   

し
ゅ

ム
ラ
サ
キ

セ
ン
ブ
リ

じ
ゅ
ふ
ん

か 
ち
ゅ
う

し  

ぼ
う

よ
う
へ
い

え
ん
す
い

ぜ
ん
え
ん

せ
ん
じ
ょ
う
ひ  

し
ん
け
い

お

え
だ

い
ろ

に
が

や
く
よ
う

わ

ね

き 

あ
ん   

し
し
ょ
く
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国民健康保険のお知らせ

平成30年度国民健康保険の状況

■収支の状況

　平成30年度竹田市国民健康保険特別会計の歳入

は36億3,831万円で、このうち６億9,701万６千円

が加入者の皆さんに納めていただいた国民健康保

険税であり、全体の約19％となっています。

　歳出は35億3,164万円で、このうち約67％を占

めるのが、加入者の医療費や出産育児一時金など

に充てる保険給付費で23億6,847万６千円となっ

ています。

　歳入から歳出を差し引いた実質収支額は、１億

667万円となっています。

■医療費の状況

　平成30年度の医療費総額は、約27億８千万円で、前年度と比較すると約１億６千万円減少しました。

　一人当たりの医療費も、前年度に比べマイナス7,137円の447,035円と減少しています。

　総医療費の疾病別では左のグラフ①のような状

況となっています。

　竹田市でも比較的高い割合を占める、生活習慣

病有病率は県内で６番目に高い状況です。竹田市

では生活習慣病・重症化の予防によって、生涯に

わたり生活の質を維持・向上させ、健康寿命の延

伸を図ることを目的に保健事業を行っています。

■特定健診の受診状況

　自分の健康状態を把握するために実施している特定健診については、上記のグラフ②で示すように例年

５割程度の受診率となっています。

　受診された方の８割で、糖尿病の指標であるHbA1cが基準値より高いという実態も明らかになっていま

す。食事や運動などの生活習慣の改善につなげるためにも、ぜひ特定健診を受診しましょう。

■加入者の状況

　平成30年度の年間平均の被保険者数は6,218人

で、市民の約３割の方が国保に加入しています。

　国保の加入者は、75歳に到達すると後期高齢者

医療制度に移行するため、年々減少傾向にありま

す。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（人）加入者年齢別割合（平成30年度）

　国民健康保険（国保）は、職場の健康保険や後期高齢者医療制度に加入していない方などを対象

とした地域保険です。平成30年度より大分県が運営主体となったことで、加入者の皆さんに納めて

いただく国民健康保険税や市の負担金、国からの交付金などを財源に運営しています。

高血圧
7.0%

①総医療費疾病別割合（平成30年度）

慢性腎不全
12.9%

筋・骨格系
19.2%

がん
20.6%

精神
20.1%

その他
10.7%

糖尿病
9.5%

0～6歳
129

7～64歳
3,003

65～69歳
1,665

70～74歳
1,421

51.0%

50.0%

49.0%

48.0%

47.0%
平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

②特定健診受診率

48.6%

50.7%

49.2%

49.0%

50.0%
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国民健康保険のお知らせ

３．いったん全額自己負担したとき

　次のような場合、医療費はいったん全額自己負

担となりますが、申請して審査で認められれば、

自己負担分を除いた額があとから払い戻されます。

　申請手続きについては、国保の窓口にお問い合

わせください。

　①やむを得ず保険証を使わないで診療を受けた

とき

　②医師が認めたあんま、はり、灸、マッサージ

　③医師の指示で購入した治療用補装具

　④海外で診療を受けた場合など

４．子どもが生まれたとき

　被保険者が出産したとき、出産育児一時金とし

て１子につき、40万４千円（産科医療補償制度に

加入している医療機関で出産した場合は１万６千

円加算）が支給されます。原則として国保から医

療機関に直接支払われます（直接支払制度）。妊娠

12週（85日）以降であれば、死産・流産でも支給

されます。

　直接支払制度を利用しなかった場合や、直接支

払制度を利用した場合で出産費用が上記金額に満

たない場合は、国保の窓口で申請が必要です。

５．被保険者が亡くなったとき

　被保険者が亡くなったとき、申請により葬祭を

行った方に葬祭費が２万円支給されます。

■交通事故などにあったときは届出を忘れずに

　交通事故をはじめ、第三者の行為によって傷

病を受けた場合にも国保で治療を受けることが

できます。

　本来、治療費は加害者が支払うものですが、

一時的に国保が立替払

いをして、あとから国

保が加害者に費用の請

求をします。示談の前

に必ず届け出るように

してください。

１．お医者さんにかかるとき

　病院などの窓口で保険証など

を提示すれば、年齢などに応じ

た負担割合を支払うだけで、診

察を受けることができます。

○自己負担割合

■一部負担金の減免

　災害などの特別な事情により収入が著しく減少

し、一定基準以下となった場合、病院などの窓口

で支払う一部負担金の猶予・減額・免除が受けら

れることがあります。

　詳しくは、国保の窓口ま

でお問い合わせください。

２．入院したときの食事代

　病院等に入院したとき、食事代が１食460円（定

額）の自己負担となりますが、住民税非課税世帯

の方は、減額措置があります。申請により「標準

負担額減額認定証」を交付しますので、入院の際、

保険証と一緒に病院に提示してください。

○入院時の食事にかかる標準負担額（１食あたり）

※長期入院の場合は、過去１年間で90日を越える

入院日数が確認できる書類（入院期間は、非課

税世帯としての日数）が必要です。改めて減額

認定の申請をしてください。申請月の翌月から

食事代が減額されます。

義務教育就

学前まで

70歳～ 74歳

２割 ３割 ３割 ２割

義務教育就

学～69歳
現役並み

所得者

現役並み

所得者以外
（一般、低所得Ⅰ・Ⅱ）

住民税非

課税世帯

一般（下記以外の方） 460円

210円

160円

100円
70歳以上の住民税非課税世帯で、世帯の

所得が一定基準以下

90日までの入院

過去12か月で90日を越える入院（※）

国保ではこんな給付が受けられます

きゅう
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■入院や高額な外来治療を受ける場合の事前申請

　外来でも、入院でも、個人単位で一医療機関の窓口での支払いは限度額までとなります。ただし、限度額

は所得区分により異なるため「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯の方は「限度額適用・標準負担額減額

認定証」）の提示が必要な方がいます。認定証が必要な方は事前に交付申請をしてください。保険税を滞納し

ていると認定証が交付されない場合があります。

〈認定証の提示が必要な方〉　・70歳未満の方

　　　　　　　　　　　　　   ・70歳から74歳までの低所得者Ⅰ・Ⅱの方

　　　　　　　　　　　　　   ・70歳から74歳までの現役並み所得者Ⅰ・Ⅱの方

■高額療養費支給申請簡素化について

　高額療養費の支給申請について、70歳から74歳までの方の申請方法が変更となりました。今までは、高額

療養費が支給該当となった月ごとに支給申請手続きが必要でした。今後は高額療養費に該当した時に一度申

請をしていただき、申請時に指定された振込口座にそれ以降の高額療養費を自動で振り込みます。

　簡素化の対象は、竹田市の国民健康保険に加入している世帯のうち、次の①～③すべてに該当する世帯です。

①高額療養費に該当した月の初日において世帯主（擬制世帯主を除く）及び世帯に属する被保険者が70歳か

ら74歳である世帯

②国民健康保険税の滞納がない世帯

③再審査により支給済の高額療養費に変更が生じた場合、次回以降の高額療養費で調整されることを了承する世帯

　一度簡素化の対象になった場合でも次に該当した場合は簡素化の対象から外れます。その後は、高額療養

費に該当するたびに申請が必要になります。

・70歳未満の方が、国民健康保険に加入した場合　　・保険税の滞納がある場合

ア:基礎控除後の所得

901万円超

252,600円＋（総医療費

－842,000円）×１％

所得区分 自己負担限度額 多数該当

140,100円

イ:基礎控除後の所得
600万円超～ 901
万円以下

167,400円＋（総医療費

－558,000円）×１％
93,000円

ウ:基礎控除後の所得
210万円超～ 600
万円以下

80,100円＋（総医療費

－267,000円）×１％
44,400円

エ:基礎控除後の所得

210万円以下
44,400円57,600円

※多数該当とは、年４回以上該当した場合の４回目以降の限度額。

※一般とは、Ⅲ～Ⅰ課税所得、低所得Ⅱ・Ⅰ以外の方です。

※低所得者Ⅱとは、非課税世帯の方です。

※低所得者Ⅰとは、非課税世帯で、世帯の所得が一定以下の方です。24,600円35,400円オ:住民税非課税

現
役
並
み
所
得
者

252,600円＋（医療費-842,000円）
×１%〈多数該当140,100円〉

18,000円
〈年間上限
144,000円〉

所得区分
自己負担上限額（月額）

外来（個人単位）

III 課税所得

690万円以上

167,400円＋（医療費-558,000円）
×１%〈多数該当93,000円〉

Ⅱ 課税所得

380万円以上

80,100円＋（医療費-267,000円）
×１%〈多数該当44,400円〉

57,600円
〈多数該当44,400円〉

Ⅰ 課税所得

145万円以上

24,600円

15,000円
8,000円

外来＋入院（世帯単位）

一　　　般

低所得者Ⅱ

低所得者Ⅰ

○国保の窓口及び申請場所　保険健康課　☎63-1111（内線178・179）または各支所地域振興課

６．医療費の自己負担額が高額なとき

　医療費の自己負担額が高額になったとき、自己負担限度額を超えた分が申請により高額療養費として支給さ

れます。

■70歳未満の方の場合

　同じ方が同月内に同医療機関で支払った自己負担

額が、下表の自己負担限度額を超えた場合、その超

えた分が支給されます。なお、同世帯で、同月内に

21,000円以上の自己負担額を２回以上支払った場

合、それらを合算して限度額を超えた分が支給され

ます。

■70歳～ 74歳の方の場合　

　外来（個人単位）の限度額を適用後、入院と合

算して世帯単位の限度額を適用します。病院・診

療所、歯科の区分なく合算します。
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医療機関への受診にあたって

～地域の医療を守るのはあなたです～

■薬のもらいすぎに注意しましょう！

　薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談し

ましょう。

■お薬手帳を活用しましょう！

　薬は飲み合わせによっては、副作用を生じるこ

とがあります。「お薬手帳」の活用などにより、既

に処方されている薬を医師や薬剤師に伝え、飲み

合わせには注意しましょう。

■ジェネリック医薬品を活用しましょう！

　後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医

薬品と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用

が先発医薬品よりも安くすみます。「ジェネリック

医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示する

ことにより、後発医薬品の利用について相談に

のってもらうことができます。

■休日・夜間の受診は、緊急の場合以外は控

えましょう！

　休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊急

性の高い患者さんを受け入れるためのものです。

休日や夜間に受診しようとする際には、平日の時

間内に受診することができないのか、もう一度考

えてみましょう。

■こども救急電話相談を利用しましょう！

　夜間・休日にお子さんの急な病気で心配になっ

たら、まず、こども救急電話相談（#8000）の利用

を考えましょう。看護師からお子さんの症状に応

じた適切な対処の仕方などのアドバイスが受けら

れます。

■かかりつけ医・かかりつけ薬局を持ちま

しょう！

　「かかりつけ医」や「かかりつけ薬局」を持ちま

しょう。紹介状なしで県立病院、大学病院を受診

すると初診料とは別に５千円以上を患者が負担す

ることが義務付けられています。

■重複受診は控えましょう！

　同じ病気で複数の医療機関を受診することは、

控えましょう。医療費が増えるだけでなく、重複

する検査や投薬により、体に悪影響を与える心配

もあります。今の治療に不安があるときには、直

接医師に伝えて話し合ってみましょう。

月～土曜日：午後７時～翌朝８時

日曜日・祝日：午前９時～午後５時

　　　　　　　午後７時～翌朝８時

受付

時間

相談

番号

＃8000（固定電話、携帯電話対応）

☎ 097-503-8822

※県境地域は県外につながることがあり

ますので、☎097-503-8822にお掛けく

ださい。

医師・薬剤師の皆様へ

ジェネリック医薬品

希望カード

私はジェネリック医薬品を希望します。

※ジェネリック医薬品の品質・有効性・安全性等に関す

るお問い合わせ

　独立行政法人医薬品医療機器総合機構(PMDA)

　〈医薬品・医療機器相談室　くすり相談〉

　電話番号:03-3506-9457　受付時間：平日９:00 ～ 17:00

氏名

折り山

切り取ってご利用ください。

●変更可能であれば、ジェネリック医薬品へ変更を

お願いします。
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